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(表紙の話は16ページ)
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審査評　若月 久美子さん

（読売書法会理事）

　穂先の利いた線度の高い作品。

　生
涯
縁
が
無
い
と
思
っ
て
い
た
市
展
賞
。

「
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
」
の
一
言
に
尽

き
る
思
い
で
す
。
三
十
数
年
前
、
書
に
は

無
縁
だ
っ
た
私
が
書
道
講
座
に
関
わ
っ
た

事
か
ら
今
に
至
り
ま
す
。
今
日
ま
で
温
か

く
ご
指
導
下
さ
っ
た
先
生
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

五十嵐 雪華さん

書道部門「李白詩」

審査評　羽鳥 律子さん　
(新潟県工芸会、日展会友、県展無鑑査・県展委員）

　作
る
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
作
品
で
す
。

初
め
て
市
展
に
出
品
し
、
市
展
賞
と
い
う
思

い
も
よ
ら
な
い
ご
褒
美
を
頂
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
観
て
下
さ
っ
た
方
に
、
少
し
で
も
楽

し
い
と
思
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

雲村 保さん

　不思議さがあり、いろいろ物語を想像して楽しくなり

ます。中央の盛り上がり、飛んだ水滴？クジラと人体、

たこの組み合わせ、おもしろく感じられます。

青木 晴夫さん

審査評　山口 冬人さん

（（公社）日本写真家協会会員、新潟県美術家連盟常務理事）

　背景の物干し竿に並ぶ洗濯物や高く積まれた薪など、上手く切り取

られて田舎の生活が見えて来る。ゼンマイ干しをしている女性と男性

の会話が聞こえてくるようだ。

　こ
の
度
、
受
賞
の
報
告
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
限
界
集

落
に
近
い
山
奥
の
民
家
を
訪
ね
ま

し
た
。

　お
隣
同
士
の
お
年
寄
り
が
、
何

や
ら
最
近
の
出
来
事
を
話
さ
れ
て

お
り
、
会
話
を
す
る
事
で
お
互
い

の
健
康
を
確
認
し
合
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。

　や
が
て
こ
の
家
は
空
き
家
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

写
真
部
門
「
話
し
相
手
」

彫塑部門

「蛸と人魚とザトウクジラ」

審査評　吉田 志麻さん

日本版画協会会員、国画会会員、日本美術家連盟会員、

県展参与・無鑑査、新潟市美術協会理事

　本当に丁寧な作品です。モノトーンの作品はとても難しいのですが、しっかり影にな

る部分を版で表現し、また子供の姿の何ともいえないしぐさに、お母様お父様のうれし

さが表現されています。とても幸福な家庭が作品にみなぎっていて、秀作です。

（ （

　市
の
版
画
教
室
に
入
っ
て
七
年
目
で
先
生

及
び
先
輩
た
ち
の
指
導
の
も
と
で
こ
の
賞
を

も
ら
い
有
り
が
た
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　最
初
か
ら
人
物
を
彫
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
孫
を
入
れ
て
こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
か
ぎ

り
が
ん
ば
っ
て
彫
り
刷
り
を
や
り
ま
す
。

金子 勲さん

版
画
部
門
「
僕
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
の
」

　色彩が力強く美しい。特に明るい緑と田んぼの中

のトキの白さの対比が効果的な作品です。

審査評　瀧澤 德さん

（日展会友、県展無鑑査、新潟市美術協会参事）

　こ
の
度
は
市
展
賞
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は

定
年
後
何
か
も
う
一
つ
趣
味
を
と

考
え
、
バ
ラ
栽
培
以
外
に
油
絵
を

と
思
い
独
学
で
始
め
ま
し
た
。

　夏
の
熱
さ
冬
の
寒
さ
で
半
年
間

休
筆
、
孫
育
て
も
あ
り
初
出
品
で

の
受
賞
を
感
謝
致
し
ま
す
。

宮腰 明さん

洋
画
部
門
「
こ
ん
に
ち
は
」

芸術の祭典に3,787人

　
今
年
も
力
作
が
揃
っ
た
市
展
、
い
け
ば
な
展
・
文
化
展
・
ジ
ュ
ニ
ア
作
品
展
。
市
展
で
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
工
芸
、
彫
塑
、
書
道
、

写
真
の
部
門
に
1
9
2
点
が
出
品
さ
れ
、
30
点
が
入
選
し
ま
し
た
。
市
展
賞
を
受
賞
し
た
み
な
さ
ん
の
作
品
と
喜
び
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

市展賞市展賞 受賞作品受賞作品

　市
展
と
同
時
に
開
催
し
た
い

け
ば
な
展
に
３
団
体
、
文
化
展

に
は
22
団
体
が
参
加
。
ジ
ュ
ニ

ア
作
品
展
に
は
市
内
の
小
・
中

学
校
や
県
立
五
泉
特
別
支
援
学

校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
3
5
8

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

11/１～４ ラポルテ五泉・さくらんど会館

日
頃
の
成
果
、

　活
動
を
発
表
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　市内で活動している芸能団体やサークル

が一堂に会する芸能の祭典です。日頃の練

習の成果を見に、ぜひ来場してください。

日時　11月23日㈯㈷
　　　午前10時30分開演（開場　午前10時）

会場　ラポルテ五泉　多目的ホール

入場料　無料

芸能祭芸能祭五泉市民五泉市民

プログラム ※プログラムは変更となる場合があります。

団体・サークル名 演　目

レクダンスサークル　スマイル（レクダンス）

菫会（新舞踊）

松城会（民謡・新舞踊）

なの葉社中（新舞踊）

剣豪会五泉道場（剣舞）

絹の会（新舞踊）

レクダンス　牡丹（レクダンス）

ハーラウ カ リコ プア オ カラニアーケア 

パパリコプア新潟（フラダンス）

しのぶ会（リハビリ音頭）

白寿大学民踊講座（民謡・新舞踊）

さわやか３B会と五泉３B会（３B体操）

チーム21○＊にいいちまる＊（よさこい）

村松民謡協会（新舞踊）

菫会（新舞踊）

ル アナ アロハグループ（フラダンス）

剣豪会五泉道場（剣舞）

絹の会（新舞踊）

五泉市無形文化財帛の帯保存会（踊り）

松城会（民謡・新舞踊）

村松民謡協会（新舞踊）

Lokomaikai（フラダンス）

都美会　五泉詩舞（剣詩舞道）

みなみ太鼓保存会（太鼓・篠笛）

しのぶ会（リハビリ音頭）

都美会　五泉詩舞（吟舞）

ヤスコモダンバレエスタジオ（現代バレエ）

村松甚句保存会（民謡）

郷屋川交流会（お囃子）

竹彩会（三味線）

GOSENいずみ（よさこい踊り）

クロコダイル（ヒップホップダンス）

CRUISIN’／Lights

女のしぐれ宿

白虎隊

時の流れ～（時代の流れ／星降る街角）

壁に題す／白虎隊

お吉恋ものがたり

花わずらい／島より

Hanohano‘O Maui

じょんがら流れ鳥

十日町小唄／佐渡育ち

おどるポンポコリン／ラ・リンカ

よさこい

はぐれコキリコ

残侠子守唄

引き潮／ME KA NAMI A’O KAUPO

希代の軍師黒田官兵衛

無法松の一生

帛の帯

夕月おけさ

武田節

Ka Pua Maka Onaona／憧れのハワイ航路

武田節

南本町囃子2024／鼓童提供曲「春風」～メドレー

東京五輪音頭

酒に対す

オーロラ姫の友人の踊り（眠れる森の美女より）　他２曲

村松小唄／村松甚句

祭お囃子

民謡メドレー

　～RYU～

Do the Math　他５曲

団体・サークル名 演　目

11/23 ㈯㈷

問い合わせ　生涯学習課生涯学習推進係
　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5195

小
学
４
年
生
か
ら
応
募
３
０
１
点

防
火
ポ
ス
タ
ー

　
　受
賞
者
決
定

最
優
秀
賞

奥
山 

理
央
さ
ん

（
五
泉
小
学
校
）

優
秀
賞
（
敬
称
略
）

塚
野

　未
優
（
五
泉
小
学
校
）

本
間

　心
絆
（
川
東
小
学
校
）

佐
々
木

　梨
紗
（
村
松
小
学
校
）

入
選
（
敬
称
略
）

加
藤

　結
依
子
（
五
泉
小
学
校
）

德
橋

　こ
こ
ろ
（
五
泉
南
小
学
校
）

樋
口

　栞
南
（
五
泉
東
小
学
校
）

山
口

　真
歩
（
川
東
小
学
校
）

宇
田

　栞
奈
（
巣
本
小
学
校
）

辰
口

　優
来
（
橋
田
小
学
校
）

渡
邉

　美
羽
（
村
松
小
学
校
）

安
澤

　陸
空
（
愛
宕
小
学
校
）

山
崎

　茜
（
大
蒲
原
小
学
校
）

入賞作品は啓発活動に活用します。

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係
　　　　　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5194

全国大会出場者
　　　　を紹介！
全国大会出場者
　　　　を紹介！

第７回全日本社会人O‐50バスケットボール
選手権大会
富山県　11/23～25　
　吉井　智彦さん（寺沢３）
　佐久間　文範さん（寺沢３）
　木間　徹さん（木越）

オーバー

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第37回全日本小学生相撲優勝大会
東京都　12/１　
　岡庭　唯友さん（五泉南小学校５年）

ジャパンオープン2024（50ｍ）競泳競技
東京都　11/28～12/１　
　細川　愛さん（日本文理高校１年）

vol.31

五
泉
市
長

　田
邊 

正
幸

「
異
国
の
地
で
何
を
思
う
」

「
異
国
の
地
で
何
を
思
う
」

市
長
室
か
ら

ご
せ
ん
歳
時
記

赴
き
、
病
や
貧
困
に
苦
し
む
人
に
寄
り
添
い

35
年
。
ち
ょ
う
ど
５
年
前
の
12
月
に
志
半
ば

で
何
者
か
の
凶
弾
で
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

恐
ら
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
記
憶

に
あ
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中

村
医
師
の
志
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
21
年

間
の
活
動
な
ど
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
新
潟
県
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
号
の
広
報
12
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
向
け
一
般
上
映
を

県
下
で
一
番
に
五
泉
市
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
際
に
中
村
医
師
の
志
を
成
し
遂
げ
る
べ
き

目
の
輝
き
と
情
熱
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
目
の
前
の
病
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
責
務
を
超
越
し
、
医
療
だ
け
で
目
の
前

の
人
々
を
支
え
る
限
界
を
感
じ
た
中
村
医
師

は
、
砂
漠
化
し
た
不
毛
な
大
地
に
全
く
専
門

外
の
土
木
技
術
を
も
っ
て
用
水
路
を
建
設
す

る
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
目
先

の
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
そ
の
地
の
人
々
と
共
感
を
得
な
が
ら

事
を
遂
げ
る
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
映
画
の
題
名
は
「
荒
野
に
希
望
の
灯

を
と
も
す
」
。
中
村
医
師
の
不
屈
の
志
と
活

動
に
大
き
な
勇
気
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
赴
き
、
病
や
貧
困
に
苦
し
む
人
に
寄
り
添
い

35
年
。
ち
ょ
う
ど
５
年
前
の
12
月
に
志
半
ば

で
何
者
か
の
凶
弾
で
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

恐
ら
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
記
憶

に
あ
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中

村
医
師
の
志
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
21
年

間
の
活
動
な
ど
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
新
潟
県
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
号
の
広
報
12
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
向
け
一
般
上
映
を

県
下
で
一
番
に
五
泉
市
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
際
に
中
村
医
師
の
志
を
成
し
遂
げ
る
べ
き

目
の
輝
き
と
情
熱
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
目
の
前
の
病
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
責
務
を
超
越
し
、
医
療
だ
け
で
目
の
前

の
人
々
を
支
え
る
限
界
を
感
じ
た
中
村
医
師

は
、
砂
漠
化
し
た
不
毛
な
大
地
に
全
く
専
門

外
の
土
木
技
術
を
も
っ
て
用
水
路
を
建
設
す

る
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
目
先

の
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
そ
の
地
の
人
々
と
共
感
を
得
な
が
ら

事
を
遂
げ
る
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
映
画
の
題
名
は
「
荒
野
に
希
望
の
灯

を
と
も
す
」
。
中
村
医
師
の
不
屈
の
志
と
活

動
に
大
き
な
勇
気
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

　み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
市
役
所
前
の

街
路
樹
の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
色
に
色
づ
き
つ
つ
、

秋
時
雨
や
東
風
が
銀
杏
の
実
を
落
と
し
て
、

い
つ
も
の
秋
の
風
景
に
五
泉
の
四
季
を
感
じ

て
い
ま
す
。
先
日
、
市
の
訪
問
団
で
台
湾
の

高
雄
市
、
台
北
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
が
現

地
は
亜
熱
帯
地
域
で
も
あ
り
明
確
な
四
季
が

な
く
、
台
湾
の
人
た
ち
は
親
し
み
の
深
い
日

本
へ
訪
れ
て
四
季
を
感
じ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
、
高
雄
市
長
よ
り
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
が
感
じ
ら
れ
る
日

本
、
五
泉
の
良
さ
を
異
国
の
地
で
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
極
東
か
ら
の
冬
の

使
者
、
白
鳥
の
飛
来
が
身
近
な
田
ん
ぼ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
今
年
は
稲
刈
り
、

収
穫
前
の
大
雨
に
よ
っ
て
稲
穂
が
倒
れ
地
面

に
落
穂
が
広
が
り
そ
れ
を
白
鳥
が
つ
い
ば
む

様
子
を
私
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
名
画

を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
現
象
と
は

い
え
、
手
塩
に
か
け
難
儀
し
て
の
稲
作
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
に
は
か
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
、
中
村
哲
医
師
の

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

の
精
神
科
医
で
し
た
が
、
戦
火
が
絶
え
な
い

異
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
へ
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な
さ
ま
、
こ
ん
に
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は
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役
所
前
の
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路
樹
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イ
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黄
色
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づ
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、
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や
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風
が
銀
杏
の
実
を
落
と
し
て
、

い
つ
も
の
秋
の
風
景
に
五
泉
の
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季
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じ
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ま
す
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、
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の
訪
問
団
で
台
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の

高
雄
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、
台
北
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
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現
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は
亜
熱
帯
地
域
で
も
あ
り
明
確
な
四
季
が

な
く
、
台
湾
の
人
た
ち
は
親
し
み
の
深
い
日

本
へ
訪
れ
て
四
季
を
感
じ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
、
高
雄
市
長
よ
り
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
が
感
じ
ら
れ
る
日

本
、
五
泉
の
良
さ
を
異
国
の
地
で
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
極
東
か
ら
の
冬
の

使
者
、
白
鳥
の
飛
来
が
身
近
な
田
ん
ぼ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
今
年
は
稲
刈
り
、

収
穫
前
の
大
雨
に
よ
っ
て
稲
穂
が
倒
れ
地
面

に
落
穂
が
広
が
り
そ
れ
を
白
鳥
が
つ
い
ば
む

様
子
を
私
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
名
画

を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
現
象
と
は

い
え
、
手
塩
に
か
け
難
儀
し
て
の
稲
作
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
に
は
か
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
、
中
村
哲
医
師
の

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

の
精
神
科
医
で
し
た
が
、
戦
火
が
絶
え
な
い

異
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
へ

受
賞
者
一
覧
（
部
門
別
・
敬
称
略
）

受
賞
者
一
覧
（
部
門
別
・
敬
称
略
）

■
洋
画
部
門

奨
励
賞

　『
マ
イ
・
ガ
ー
デ
ン
』

　五
十
嵐

　裕

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
丘
か
ら
の
眺
め
』

　
　原
田

　知
廣

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
海
辺
の
秋
』

　
　
　
　黒
井

　洋
子

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
新
谷
の
紅
葉
』

　
　
　横
川

　陽
桜

■
日
本
画

佳
作
賞

　

　『
共
遊
』

　
　
　
　
　
　五
十
嵐
順
志

■
書
道
部
門

奨
励
賞

　『
李
白
詩
』

　
　
　
　
　堀
内

　紅
蓉

　『
足
引
の
山
』

　
　
　
　広
野

　園

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
王
昌
齢
詩
三
首
』

　
　金
子

　青
珠

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
千
字
文
一
節
』

　
　
　井
野
元
南
舟

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
張
潮
句
』

　
　
　
　
　堀
内

　青
彩

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
群
雲
は…

』

　
　
　
　関
塚

　宏
水

佳
作
賞

　『
訪
沈
石
田
故
居
』

　
　小
林

　渓
雲

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
臨
魏
霊
蔵
造
像
記
』

　渡
辺

　千
夏

■
版
画
部
門

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
Ｌ
Ａ
17
、
54
‐
59
』

　中
村

　良
子

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
鶴
の
嘆
き
』

　
　
　
　長
谷
川
心
優

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
瞳
』

　
　
　
　
　
　
　浅
井

　望

■
彫
塑
部
門

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
蛙
と
蓮
華
』

　
　
　
　今
井
三
智
夫

■
工
芸
部
門

佳
作
賞

　

　『
切
り
絵
「
水
甕
黒
龍
神
様

　光
華
銀

　虹
龍
神
様
」
』
光
の
滴
（
石
黒

　真
弓
）

■
写
真
部
門

奨
励
賞

　『
激
走
』

　
　
　
　
　
　清
野

　壮
一

　『
夕
陽
の
帰
り
道
』

　
　千
葉

　直
之

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
ば
あ
ち
ゃ
ん
ボ
ク
も
大
き
い
の
と
れ

　た
よ
』

　
　
　
　
　
　
　波
多
野

　武

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
花
か
ん
む
り
』

　
　
　大
鷹

　廣
美

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
春
を
呼
ぶ
奇
祭
』

　
　小
出

　秀
彌

佳
作
賞

　

　『
還
暦
記
念
』

　
　
　
　保
科

　和
也

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
明
日
に
向
か
っ
て
』

　須
藤

　志
月

NEWNEW

NEWNEW
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　市内で活動している芸能団体やサークル

が一堂に会する芸能の祭典です。日頃の練

習の成果を見に、ぜひ来場してください。

日時　11月23日㈯㈷
　　　午前10時30分開演（開場　午前10時）

会場　ラポルテ五泉　多目的ホール

入場料　無料

芸能祭芸能祭五泉市民五泉市民

プログラム ※プログラムは変更となる場合があります。

団体・サークル名 演　目

レクダンスサークル　スマイル（レクダンス）

菫会（新舞踊）

松城会（民謡・新舞踊）

なの葉社中（新舞踊）

剣豪会五泉道場（剣舞）

絹の会（新舞踊）

レクダンス　牡丹（レクダンス）

ハーラウ カ リコ プア オ カラニアーケア 

パパリコプア新潟（フラダンス）

しのぶ会（リハビリ音頭）

白寿大学民踊講座（民謡・新舞踊）

さわやか３B会と五泉３B会（３B体操）

チーム21○＊にいいちまる＊（よさこい）

村松民謡協会（新舞踊）

菫会（新舞踊）

ル アナ アロハグループ（フラダンス）

剣豪会五泉道場（剣舞）

絹の会（新舞踊）

五泉市無形文化財帛の帯保存会（踊り）

松城会（民謡・新舞踊）

村松民謡協会（新舞踊）

Lokomaikai（フラダンス）

都美会　五泉詩舞（剣詩舞道）

みなみ太鼓保存会（太鼓・篠笛）

しのぶ会（リハビリ音頭）

都美会　五泉詩舞（吟舞）

ヤスコモダンバレエスタジオ（現代バレエ）

村松甚句保存会（民謡）

郷屋川交流会（お囃子）

竹彩会（三味線）

GOSENいずみ（よさこい踊り）

クロコダイル（ヒップホップダンス）

CRUISIN’／Lights

女のしぐれ宿

白虎隊

時の流れ～（時代の流れ／星降る街角）

壁に題す／白虎隊

お吉恋ものがたり

花わずらい／島より

Hanohano‘O Maui

じょんがら流れ鳥

十日町小唄／佐渡育ち

おどるポンポコリン／ラ・リンカ

よさこい

はぐれコキリコ

残侠子守唄

引き潮／ME KA NAMI A’O KAUPO

希代の軍師黒田官兵衛

無法松の一生

帛の帯

夕月おけさ

武田節

Ka Pua Maka Onaona／憧れのハワイ航路

武田節

南本町囃子2024／鼓童提供曲「春風」～メドレー

東京五輪音頭

酒に対す

オーロラ姫の友人の踊り（眠れる森の美女より）　他２曲

村松小唄／村松甚句

祭お囃子

民謡メドレー

　～RYU～

Do the Math　他５曲

団体・サークル名 演　目

11/23 ㈯㈷

問い合わせ　生涯学習課生涯学習推進係
　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5195

小
学
４
年
生
か
ら
応
募
３
０
１
点

防
火
ポ
ス
タ
ー

　
　受
賞
者
決
定

最
優
秀
賞

奥
山 

理
央
さ
ん

（
五
泉
小
学
校
）

優
秀
賞
（
敬
称
略
）

塚
野

　未
優
（
五
泉
小
学
校
）

本
間

　心
絆
（
川
東
小
学
校
）

佐
々
木

　梨
紗
（
村
松
小
学
校
）

入
選
（
敬
称
略
）

加
藤

　結
依
子
（
五
泉
小
学
校
）

德
橋

　こ
こ
ろ
（
五
泉
南
小
学
校
）

樋
口

　栞
南
（
五
泉
東
小
学
校
）

山
口

　真
歩
（
川
東
小
学
校
）

宇
田

　栞
奈
（
巣
本
小
学
校
）

辰
口

　優
来
（
橋
田
小
学
校
）

渡
邉

　美
羽
（
村
松
小
学
校
）

安
澤

　陸
空
（
愛
宕
小
学
校
）

山
崎

　茜
（
大
蒲
原
小
学
校
）

入賞作品は啓発活動に活用します。

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係
　　　　　　　　　（総合会館内）  ☎(42)5194

全国大会出場者
　　　　を紹介！
全国大会出場者
　　　　を紹介！

第７回全日本社会人O‐50バスケットボール
選手権大会
富山県　11/23～25　
　吉井　智彦さん（寺沢３）
　佐久間　文範さん（寺沢３）
　木間　徹さん（木越）

オーバー

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
第37回全日本小学生相撲優勝大会
東京都　12/１　
　岡庭　唯友さん（五泉南小学校５年）

ジャパンオープン2024（50ｍ）競泳競技
東京都　11/28～12/１　
　細川　愛さん（日本文理高校１年）

vol.31

五
泉
市
長

　田
邊 

正
幸

「
異
国
の
地
で
何
を
思
う
」

「
異
国
の
地
で
何
を
思
う
」

市
長
室
か
ら

ご
せ
ん
歳
時
記

赴
き
、
病
や
貧
困
に
苦
し
む
人
に
寄
り
添
い

35
年
。
ち
ょ
う
ど
５
年
前
の
12
月
に
志
半
ば

で
何
者
か
の
凶
弾
で
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

恐
ら
く
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ
記
憶

に
あ
る
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中

村
医
師
の
志
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
21
年

間
の
活
動
な
ど
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
新
潟
県
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
号
の
広
報
12
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
向
け
一
般
上
映
を

県
下
で
一
番
に
五
泉
市
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
際
に
中
村
医
師
の
志
を
成
し
遂
げ
る
べ
き

目
の
輝
き
と
情
熱
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
目
の
前
の
病
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
責
務
を
超
越
し
、
医
療
だ
け
で
目
の
前

の
人
々
を
支
え
る
限
界
を
感
じ
た
中
村
医
師

は
、
砂
漠
化
し
た
不
毛
な
大
地
に
全
く
専
門

外
の
土
木
技
術
を
も
っ
て
用
水
路
を
建
設
す

る
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
目
先

の
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
そ
の
地
の
人
々
と
共
感
を
得
な
が
ら

事
を
遂
げ
る
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
映
画
の
題
名
は
「
荒
野
に
希
望
の
灯

を
と
も
す
」
。
中
村
医
師
の
不
屈
の
志
と
活

動
に
大
き
な
勇
気
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
赴
き
、
病
や
貧
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に
苦
し
む
人
に
寄
り
添
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35
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ち
ょ
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５
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。
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憶
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あ
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る
か
と
思
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ま
す
。
こ
の
中
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医
師
の
志
と
ア
フ
ガ
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ン
で
の
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年

間
の
活
動
な
ど
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
新
潟
県
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
号
の
広
報
12
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
向
け
一
般
上
映
を

県
下
で
一
番
に
五
泉
市
で
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
こ
の
映
画
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
際
に
中
村
医
師
の
志
を
成
し
遂
げ
る
べ
き

目
の
輝
き
と
情
熱
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
目
の
前
の
病
人
に
手
を
差
し
伸

べ
る
責
務
を
超
越
し
、
医
療
だ
け
で
目
の
前

の
人
々
を
支
え
る
限
界
を
感
じ
た
中
村
医
師

は
、
砂
漠
化
し
た
不
毛
な
大
地
に
全
く
専
門

外
の
土
木
技
術
を
も
っ
て
用
水
路
を
建
設
す

る
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
目
先

の
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
中
長
期
的
な
視
野

に
立
ち
そ
の
地
の
人
々
と
共
感
を
得
な
が
ら

事
を
遂
げ
る
姿
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
映
画
の
題
名
は
「
荒
野
に
希
望
の
灯

を
と
も
す
」
。
中
村
医
師
の
不
屈
の
志
と
活

動
に
大
き
な
勇
気
を
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

　み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
市
役
所
前
の

街
路
樹
の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
色
に
色
づ
き
つ
つ
、

秋
時
雨
や
東
風
が
銀
杏
の
実
を
落
と
し
て
、

い
つ
も
の
秋
の
風
景
に
五
泉
の
四
季
を
感
じ

て
い
ま
す
。
先
日
、
市
の
訪
問
団
で
台
湾
の

高
雄
市
、
台
北
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
が
現

地
は
亜
熱
帯
地
域
で
も
あ
り
明
確
な
四
季
が

な
く
、
台
湾
の
人
た
ち
は
親
し
み
の
深
い
日

本
へ
訪
れ
て
四
季
を
感
じ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
と
、
高
雄
市
長
よ
り
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
が
感
じ
ら
れ
る
日

本
、
五
泉
の
良
さ
を
異
国
の
地
で
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
極
東
か
ら
の
冬
の

使
者
、
白
鳥
の
飛
来
が
身
近
な
田
ん
ぼ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
今
年
は
稲
刈
り
、

収
穫
前
の
大
雨
に
よ
っ
て
稲
穂
が
倒
れ
地
面

に
落
穂
が
広
が
り
そ
れ
を
白
鳥
が
つ
い
ば
む

様
子
を
私
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
名
画

を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
現
象
と
は

い
え
、
手
塩
に
か
け
難
儀
し
て
の
稲
作
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
に
は
か
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
、
中
村
哲
医
師
の

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

の
精
神
科
医
で
し
た
が
、
戦
火
が
絶
え
な
い

異
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
へ
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な
さ
ま
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落
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台
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台
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熱
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も
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明
確
な
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、
台
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た
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み
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い
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本
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感
じ
る
こ
と
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楽
し
み
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し
て
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る
と
、
高
雄
市
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よ
り
お
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が

あ
り
ま
し
た
。
春
夏
秋
冬
が
感
じ
ら
れ
る
日

本
、
五
泉
の
良
さ
を
異
国
の
地
で
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
極
東
か
ら
の
冬
の

使
者
、
白
鳥
の
飛
来
が
身
近
な
田
ん
ぼ
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
今
年
は
稲
刈
り
、

収
穫
前
の
大
雨
に
よ
っ
て
稲
穂
が
倒
れ
地
面

に
落
穂
が
広
が
り
そ
れ
を
白
鳥
が
つ
い
ば
む

様
子
を
私
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
レ
ー
の
名
画

を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
然
現
象
と
は

い
え
、
手
塩
に
か
け
難
儀
し
て
の
稲
作
に
影

響
を
与
え
た
こ
と
に
は
か
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ま
、
中
村
哲
医
師
の

名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

の
精
神
科
医
で
し
た
が
、
戦
火
が
絶
え
な
い

異
国
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
へ

受
賞
者
一
覧
（
部
門
別
・
敬
称
略
）

受
賞
者
一
覧
（
部
門
別
・
敬
称
略
）

■
洋
画
部
門

奨
励
賞

　『
マ
イ
・
ガ
ー
デ
ン
』

　五
十
嵐

　裕

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
丘
か
ら
の
眺
め
』

　
　原
田

　知
廣

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
海
辺
の
秋
』

　
　
　
　黒
井

　洋
子

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
新
谷
の
紅
葉
』

　
　
　横
川

　陽
桜

■
日
本
画

佳
作
賞

　

　『
共
遊
』

　
　
　
　
　
　五
十
嵐
順
志

■
書
道
部
門

奨
励
賞

　『
李
白
詩
』

　
　
　
　
　堀
内

　紅
蓉

　『
足
引
の
山
』

　
　
　
　広
野

　園

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
王
昌
齢
詩
三
首
』

　
　金
子

　青
珠

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
千
字
文
一
節
』

　
　
　井
野
元
南
舟

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
張
潮
句
』

　
　
　
　
　堀
内

　青
彩

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
群
雲
は…

』

　
　
　
　関
塚

　宏
水

佳
作
賞

　『
訪
沈
石
田
故
居
』

　
　小
林

　渓
雲

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
臨
魏
霊
蔵
造
像
記
』

　渡
辺

　千
夏

■
版
画
部
門

五
泉
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　『
Ｌ
Ａ
17
、
54
‐
59
』

　中
村

　良
子

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
鶴
の
嘆
き
』

　
　
　
　長
谷
川
心
優

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
瞳
』

　
　
　
　
　
　
　浅
井

　望

■
彫
塑
部
門

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
蛙
と
蓮
華
』

　
　
　
　今
井
三
智
夫

■
工
芸
部
門

佳
作
賞

　

　『
切
り
絵
「
水
甕
黒
龍
神
様

　光
華
銀

　虹
龍
神
様
」
』
光
の
滴
（
石
黒

　真
弓
）

■
写
真
部
門

奨
励
賞

　『
激
走
』

　
　
　
　
　
　清
野

　壮
一

　『
夕
陽
の
帰
り
道
』

　
　千
葉

　直
之

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　『
ば
あ
ち
ゃ
ん
ボ
ク
も
大
き
い
の
と
れ

　た
よ
』

　
　
　
　
　
　
　波
多
野

　武

村
松
商
工
会
会
長
賞

　
　

　『
花
か
ん
む
り
』

　
　
　大
鷹

　廣
美

五
泉
市
文
化
協
会
賞

　『
春
を
呼
ぶ
奇
祭
』

　
　小
出

　秀
彌

佳
作
賞

　

　『
還
暦
記
念
』

　
　
　
　保
科

　和
也

五
泉
未
来
賞
（
中
学
・
高
校
）

　『
明
日
に
向
か
っ
て
』

　須
藤

　志
月
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秋のこどもまんなか月間秋のこどもまんなか月間

　国は子どもや子育てに優しい社会づくりに

向け、「こどもまんなか応援サポーター」の

取り組みをはじめ、企業、個人、地方自治体

などの取り組みとの輪を広げていくことを推

進しています。

問い合わせ
　こども家庭課子育て企画係　☎(43)3911　

　　　

マ
マ
も
パ
パ
も

　
　
　

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

１
８
９
　気
づ
い
て
あ
げ
て

　そ
の
サ
イ
ン

１
８
９
　気
づ
い
て
あ
げ
て

　そ
の
サ
イ
ン

　子
育
て
は
楽
し
い
ば
か
り
で
な
く
大
変
な
と
き

も
あ
り
、
特
に
孤
立
し
た
中
で
の
子
育
て
は
、
追

い
込
ま
れ
た
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
想
像
で
き
ま

す
。
辛
く
な
っ
た
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

誰
か
に
話
す
こ
と
で
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

殴る、蹴る、叩く、投

げ落とす、激しく揺さ

ぶる　など

子どもへの性的行為、

性行為を見せる、ポル

ノグラフィの被写体に

する　など

家に閉じ込める、食事

を与えない、ひどく不

潔にする、車の中に放

置する　など

言葉による脅し、無視、

きょうだい間での差別

的扱い、子どもの前で

暴力をふるう　など

児童虐待とは児童虐待とは

身体的虐待

ネグレクト

心理的虐待

性的虐待

問
い
合
わ
せ

　

　
こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
(43)
３
９
１
１

～
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
～

～
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
～

DV相談＋（プラス）　☎0120(279)889

▶24時間365日対応

児童相談所相談専用ダイヤル　☎0120(189)783

▶24時間365日対応

児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189（いちはやく）

▶24時間365日対応　※一部のＩＰ電話からは不可

虐待・子育てに関する相談窓口虐待・子育てに関する相談窓口

親子のための相談ＬＩＮＥ　▶▶▶　

SDGｓの
該当項目
SDGｓの
該当項目

こども家庭課子育て支援係　☎（43）3911

▶土日祝・年末年始を除く毎日　8：30～17：15

家庭児童相談室（こども家庭課内）　☎（43）3911

▶土日祝・年末年始を除く毎日　8：30～17：15

い

ち

は

や

く

い

ち

は

や

く

す
ぐ
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

　子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

　１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

連
絡
は
匿
名
で
も
、
間
違
い
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
が
原
因
の
児
童
虐
待

　配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
ふ
る
わ
れ
る

暴
力
を
「
Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
子
ど
も

の
目
の
前
で
行
う
こ
と
を
「
面
前
Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
、

子
ど
も
の
心
に
大
き
な
傷
を
与
え
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
家

庭
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
、
不
安
障
害
、
攻
撃
的
行
動

な
ど
、
精
神
や
行
動
面
に
深
刻
な
影
響
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
い
る
」
「
自
分
だ
け
で

な
く
子
ど
も
の
こ
と
も
心
配
」
「
今
す
ぐ
逃
げ
た

い
」
な
ど
の
悩
み
は
抱
え
込
ま
ず
に
、
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
の
悩
み

　
　

一
人
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

令和７年度

　希
望
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
う
ち
、

第
１
希
望
の
園
で
認
定
申
請
書
兼
入
園

申
込
書
な
ど
を
受
け
取
り
、
同
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切

　11
月
29
日
㈮

　

市内在住で、誕生日は平成31年４月２日から令和４年４月１日の間ですか？

保育園・認定こども
園・小規模保育所・
事業所内保育事業所

３号認定

保育園・認定
こども園（保
育園機能）

２号認定

認定こども園

１号認定 家庭での保育か、
子育て支援センタ
ーの「一時預かり
保育」などを利用
してください。

「保育の必要な事由」
　　　　に該当する？

「保育の必要な事由」
「月48時間以上の就労」「親族の
介護、看護」などの項目に、保
護者のいずれもが該当すること
が必要です。

はい

はい

いいえ

いいえ いいえはい

認定は入園を確約する
ものではありません

※※

１
号
認
定
の
人

２
号
・
３
号
認
定
の
人

　希
望
す
る
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
規
模
保
育
所
・
事
業
所
内
保
育
事
業

所
の
う
ち
、
第
１
希
望
の
園
で
認
定
申

請
書
兼
入
園
申
込
書
な
ど
を
受
け
取
り
、

同
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切

　11
月
29
日
㈮

集募園 児
スマホ・ＰＣで申請ＯＫ！

う
ち
の
子
は  

　
　保
育
園
？ 

認
定
こ
ど
も
園
？

　令
和
７
年
４
月
か
ら
初
め
て
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、
教
育
・
保
育
の
必

要
性
の
認
定
申
請
手
続
き
を
行
い
、
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
園
申
込
手
続
き
と
同
時
に
行

い
ま
す
の
で
、
左
の
チ
ャ
ー
ト
で
認
定
区
分
を
確
認

し
、
以
下
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マイナポータル 検索

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
も
受
け
付

　け
し
ま
す
が
、
期
間
内
に
提
出
し
た

　人
を
優
先
し
ま
す
。
な
お
、
施
設
の

　決
定
は
、
応
募
状
況
に
よ
り
希
望
に

　添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
２
月
上
旬
を
め
ど
に
、
入

　園
・
入
所
承
諾
書
（
利
用
施
設
の
決

　定
）
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

「保育の必要な事由」
　　　　に該当する？

※２号・３号認定では、就労状況などにより、保育標準時間（最長
　11時間）または保育短時間（最長８時間）　に区分されます。

問い合わせ　こども家庭課保育係　☎(43)3911
　私立は各認定こども園・各小規模保育所・事業所内保育事業所へ

認定を受けて利用する保育園・認定こども園など

【保  育  園】 電　話 受入年齢

公立

認定区分

２号認定

３号認定

生後２カ月～

【認定こども園】 電　話 受入年齢

私立

公立
（42）2366

認定区分

１号認定

２号認定

３号認定

生後６カ月～

生後２カ月～

（47）7916めだかこども園（太田482）

【事業所内保育事業所】 受入年齢

私立

認定区分

３号認定 生後２カ月～２歳

【小規模保育所】 電　話 受入年齢

私立

認定区分

３号認定 生後２カ月～２歳

電　話

生後６カ月～

生後９カ月～

※統合を予定している園も令和７年度入園児を募集しています。

総合保育園（三本木3131）

つくし保育園（木越乙2863）
　※R10年度にこばと保育園と統合計画あり

はしだ保育園（橋田1422-1）

かわひがし保育園（中川新880-1）
　※R８年度～あさひ保育園と統合予定

こばと保育園（太田1-10-28）
　※R10年度につくし保育園と統合計画あり

あさひ保育園（猿和田27）
　※R８年度～かわひがし保育園に統合・閉園予定

すもと保育園（一本杉306-2）

大蒲原保育園（南田中甲390）

（25）7544

（42）2756

（43）1290

（43）1602

（43）1051

（43）2837

（43）3530

（58）6919

きらきらこども園（白山2-35）
　※さくら保育園がR７年度から認定こども園へ転換

村松こども園（村松乙118-3）

ひまわりこども園（荻曽根187-1）

すみれこども園（駅前2-6-19）

みどりこども園（本田屋1002-1）

村松さくらこども園（村松甲6288）

五泉いずみこども園（東本町2-8-41）

認定こども園エービーシー幼稚園（五泉2483-2）

（58）6544

（42）3234

（42）2647

（41）5070

（58）2401

（42）3366

（42）5372

生後２カ月～

五泉どんぐり小規模保育所（東本町2-3-22）

五泉どんぐり小規模保育所太田園（太田904-1）

（47）4427

（47）7447

（幼稚園機能）
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秋のこどもまんなか月間秋のこどもまんなか月間

　国は子どもや子育てに優しい社会づくりに

向け、「こどもまんなか応援サポーター」の

取り組みをはじめ、企業、個人、地方自治体

などの取り組みとの輪を広げていくことを推

進しています。

問い合わせ
　こども家庭課子育て企画係　☎(43)3911　

　　　

マ
マ
も
パ
パ
も

　
　
　

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

１
８
９
　気
づ
い
て
あ
げ
て

　そ
の
サ
イ
ン

１
８
９
　気
づ
い
て
あ
げ
て

　そ
の
サ
イ
ン

　子
育
て
は
楽
し
い
ば
か
り
で
な
く
大
変
な
と
き

も
あ
り
、
特
に
孤
立
し
た
中
で
の
子
育
て
は
、
追

い
込
ま
れ
た
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
想
像
で
き
ま

す
。
辛
く
な
っ
た
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

誰
か
に
話
す
こ
と
で
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

殴る、蹴る、叩く、投

げ落とす、激しく揺さ

ぶる　など

子どもへの性的行為、

性行為を見せる、ポル

ノグラフィの被写体に

する　など

家に閉じ込める、食事

を与えない、ひどく不

潔にする、車の中に放

置する　など

言葉による脅し、無視、

きょうだい間での差別

的扱い、子どもの前で

暴力をふるう　など

児童虐待とは児童虐待とは

身体的虐待

ネグレクト

心理的虐待

性的虐待

問
い
合
わ
せ

　

　
こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
(43)
３
９
１
１

～
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
～

～
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す
～

DV相談＋（プラス）　☎0120(279)889

▶24時間365日対応

児童相談所相談専用ダイヤル　☎0120(189)783

▶24時間365日対応

児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189（いちはやく）

▶24時間365日対応　※一部のＩＰ電話からは不可

虐待・子育てに関する相談窓口虐待・子育てに関する相談窓口

親子のための相談ＬＩＮＥ　▶▶▶　

SDGｓの
該当項目
SDGｓの
該当項目

こども家庭課子育て支援係　☎（43）3911

▶土日祝・年末年始を除く毎日　8：30～17：15

家庭児童相談室（こども家庭課内）　☎（43）3911

▶土日祝・年末年始を除く毎日　8：30～17：15

い

ち

は

や

く

い

ち

は

や

く

す
ぐ
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

　子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

　１
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

連
絡
は
匿
名
で
も
、
間
違
い
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
が
原
因
の
児
童
虐
待

　配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
ふ
る
わ
れ
る

暴
力
を
「
Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
を
子
ど
も

の
目
の
前
で
行
う
こ
と
を
「
面
前
Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
、

子
ど
も
の
心
に
大
き
な
傷
を
与
え
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
家

庭
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
、
不
安
障
害
、
攻
撃
的
行
動

な
ど
、
精
神
や
行
動
面
に
深
刻
な
影
響
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
い
る
」
「
自
分
だ
け
で

な
く
子
ど
も
の
こ
と
も
心
配
」
「
今
す
ぐ
逃
げ
た

い
」
な
ど
の
悩
み
は
抱
え
込
ま
ず
に
、
電
話
し
て

く
だ
さ
い
。
緊
急
の
場
合
は
、
１
１
０
番
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
の
悩
み

　
　

一
人
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

令和７年度

　希
望
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
う
ち
、

第
１
希
望
の
園
で
認
定
申
請
書
兼
入
園

申
込
書
な
ど
を
受
け
取
り
、
同
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切

　11
月
29
日
㈮

　

市内在住で、誕生日は平成31年４月２日から令和４年４月１日の間ですか？

保育園・認定こども
園・小規模保育所・
事業所内保育事業所

３号認定

保育園・認定
こども園（保
育園機能）

２号認定

認定こども園

１号認定 家庭での保育か、
子育て支援センタ
ーの「一時預かり
保育」などを利用
してください。

「保育の必要な事由」
　　　　に該当する？

「保育の必要な事由」
「月48時間以上の就労」「親族の
介護、看護」などの項目に、保
護者のいずれもが該当すること
が必要です。

はい

はい

いいえ

いいえ いいえはい

認定は入園を確約する
ものではありません

※※

１
号
認
定
の
人

２
号
・
３
号
認
定
の
人

　希
望
す
る
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

小
規
模
保
育
所
・
事
業
所
内
保
育
事
業

所
の
う
ち
、
第
１
希
望
の
園
で
認
定
申

請
書
兼
入
園
申
込
書
な
ど
を
受
け
取
り
、

同
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切

　11
月
29
日
㈮

集募園 児
スマホ・ＰＣで申請ＯＫ！

う
ち
の
子
は  

　
　保
育
園
？ 

認
定
こ
ど
も
園
？

　令
和
７
年
４
月
か
ら
初
め
て
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、
教
育
・
保
育
の
必

要
性
の
認
定
申
請
手
続
き
を
行
い
、
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
園
申
込
手
続
き
と
同
時
に
行

い
ま
す
の
で
、
左
の
チ
ャ
ー
ト
で
認
定
区
分
を
確
認

し
、
以
下
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マイナポータル 検索

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
も
受
け
付

　け
し
ま
す
が
、
期
間
内
に
提
出
し
た

　人
を
優
先
し
ま
す
。
な
お
、
施
設
の

　決
定
は
、
応
募
状
況
に
よ
り
希
望
に

　添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
７
年
２
月
上
旬
を
め
ど
に
、
入

　園
・
入
所
承
諾
書
（
利
用
施
設
の
決

　定
）
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
。

「保育の必要な事由」
　　　　に該当する？

※２号・３号認定では、就労状況などにより、保育標準時間（最長
　11時間）または保育短時間（最長８時間）　に区分されます。

問い合わせ　こども家庭課保育係　☎(43)3911
　私立は各認定こども園・各小規模保育所・事業所内保育事業所へ

認定を受けて利用する保育園・認定こども園など

【保  育  園】 電　話 受入年齢

公立

認定区分

２号認定

３号認定

生後２カ月～

【認定こども園】 電　話 受入年齢

私立

公立
（42）2366

認定区分

１号認定

２号認定

３号認定

生後６カ月～

生後２カ月～

（47）7916めだかこども園（太田482）

【事業所内保育事業所】 受入年齢

私立

認定区分

３号認定 生後２カ月～２歳

【小規模保育所】 電　話 受入年齢

私立

認定区分

３号認定 生後２カ月～２歳

電　話

生後６カ月～

生後９カ月～

※統合を予定している園も令和７年度入園児を募集しています。

総合保育園（三本木3131）

つくし保育園（木越乙2863）
　※R10年度にこばと保育園と統合計画あり

はしだ保育園（橋田1422-1）

かわひがし保育園（中川新880-1）
　※R８年度～あさひ保育園と統合予定

こばと保育園（太田1-10-28）
　※R10年度につくし保育園と統合計画あり

あさひ保育園（猿和田27）
　※R８年度～かわひがし保育園に統合・閉園予定

すもと保育園（一本杉306-2）

大蒲原保育園（南田中甲390）

（25）7544

（42）2756

（43）1290

（43）1602

（43）1051

（43）2837

（43）3530

（58）6919

きらきらこども園（白山2-35）
　※さくら保育園がR７年度から認定こども園へ転換

村松こども園（村松乙118-3）

ひまわりこども園（荻曽根187-1）

すみれこども園（駅前2-6-19）

みどりこども園（本田屋1002-1）

村松さくらこども園（村松甲6288）

五泉いずみこども園（東本町2-8-41）

認定こども園エービーシー幼稚園（五泉2483-2）

（58）6544

（42）3234

（42）2647

（41）5070

（58）2401

（42）3366

（42）5372

生後２カ月～

五泉どんぐり小規模保育所（東本町2-3-22）

五泉どんぐり小規模保育所太田園（太田904-1）

（47）4427

（47）7447

（幼稚園機能）
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いきいき
五泉

通信

いつまでも元気で明るく健康に過ご

すための秘訣を紹介しています！

問い合わせ
　高齢福祉課いきいき福祉係
　　　　　　　　　　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　☎(58)7181Vol.８

住民主体の通いの場
　　　　　～早出碁会の紹介～
住民主体の通いの場
　　　　　～早出碁会の紹介～

　早出碁会は、毎月３と８のつく日に囲碁を楽しん

でおり、現在は男性10名程度が参加しています。囲

碁を打って判断力を高め、ストレスを解消しません

か？　興味のある人、初心者大歓迎です。ぜひ一度

のぞいてみてください。

対象　市内在住の人

開催日　毎月３と８がつく日

時間　午前８時45分～午後３時30分

会場　老人福祉センター翠泉園　休憩室

参加費　200円（入館料）

申込方法　申込不要。直接会場に来てください。

・五手先をよんで打てるようにがんばっています。

・参加者と楽しく囲碁を打って気持ちが良いです。

・親睦を深める良い機会になっています。

参加者の声

ひけつ

頭と指を使った脳のトレーニングにも

なります。

自然豊かで住みよい五泉市を守

り未来へ引き継ぐため、一人ひ

とりが実行できる取り組みをシ

リーズで紹介しています。

分
別
で
ご
み
を
有
効
活
用

分
別
で
ご
み
を
有
効
活
用

　10
月
１
日
か
ら
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
通
称
プ
ラ

マ
ー
ク
ご
み
）
の
分
別
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て

い
た
も
の
の
う
ち
、
プ
ラ
マ
ー
ク
の
付
い
て

い
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
新
た
に
分

別
し
て
週
１
回
の
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
新
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紙
、
雑
紙
な
ど
の

古
紙
類
は
月
２
回
、
古
着
は
２
カ
月
に
１
回
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
資
源
ご
み
と
し
て
収

集
し
て
い
ま
す
。

　燃
え
る
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
も

の
の
う
ち
、
再
利
用
で
き
る
も
の
は
、
有
効

活
用
の
観
点
か
ら
分
別
を
実
践
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
分
別
を
進
め
る
こ
と
で
、
ご
み
の

減
量
化
や
再
資
源
化
、
焼
却
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　資
源
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
の
注
意
点
は
、

水
で
ぬ
ら
さ
な
い
こ
と
で
す
。
特
に
古
着
は

　10
月
１
日
か
ら
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
通
称
プ
ラ

マ
ー
ク
ご
み
）
の
分
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が
始
ま
り
ま
し
た
。
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２
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収

集
し
て
い
ま
す
。
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。
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水
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ぬ
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で
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に
古
着
は

雨
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
袋
の
口
を
し
ば
る
な

ど
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　こ
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
引
き
続
き

拠
点
回
収
を
し
て
い
ま
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。
き
れ
い
に
洗
っ

て
乾
か
し
、
つ
ぶ
し
て
市

内
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　　今
年
の
春
、
県
内
の
ご
み
焼
却
施
設
で
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
と
み
ら
れ
る

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発
火
性

の
あ
る
ご
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が
適
正
に
分
別
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
起
き
た
事
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で
す
。
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、
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が
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れ
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搬
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っ
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と
に
な
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リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
に
つ

い
て
は
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ご
せ
ん
５
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10
日
号
の
15
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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。
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収
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。
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。
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ボ
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。
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れ
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搬
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。
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収
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ふるさとの

環境を守ろう環境を守ろう
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問
い
合
わ
せ

　
環
境
保
全
課
衛
生
係

　
☎
(43)
３
９
１
１

みんなで実践！
ＳＤＧｓ

適
正
な
分
別
の
大
切
さ

適
正
な
分
別
の
大
切
さ
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国
保

こんにちは

　日本人の２人に１人が「がん」になり、男性は４人

に１人、女性は６人に１人の確率で死亡しています。

　がんを100％予防できる方法はありませんが、５つ

の健康習慣を実践することで、がんリスクはほぼ半減

します。１つでも多くの健康習慣を身に付けましょう。

◆市の状況は？

　市の国民健康保険における年間医療費の支出第１位

は「がん」です。この傾向は、過去５年以上続いてい

ます。

◆国民健康保険の取り組み

　国民健康保険では、がんなど疾病の予防および早期

発見のため、がんドック・人間ドック受診費用の助成

や、肺がん検診・胃がんリスク検診なども受診できる

市民総合健診、指定された医療機関での個別健診など

を行い、加入者みなさんの健康を守るための取り組み

を行っています。

問い合わせ　市民課保険年金係　☎(43)3911　
　　　　　　村松支所　市民係　☎(58)7181

「がん」は誰でもなる可能性がある「がん」は誰でもなる可能性がある

～がんを遠ざける５つの生活習慣を～～がんを遠ざける５つの生活習慣を～

出典 「科学的根拠に基づくがん予防」国立がん研究センター2023.４

日本人のためのがん予防法（５+１）

問い合わせ　市民課市民係　　　☎(43)3911
　　　　　　村松支所　市民係　☎(58)7181

マイナンバーカード

申請受け付け中！

マイナンバーカード

申請受け付け中！
写真撮影
無料！市役所窓口で申請する

職場や自宅で申請する

　市役所職員が、あなたの職場や自宅に伺い申請

を受け付けます。市役所に来ることが難しい場合

は、問い合わせください。

対象　市に住民票がある人、市内の事業者または

　町内会などの団体

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの

　際に、日程の調整や申請に必要な物の説明をし

　ます。

　市役所職員が、あなたの職場や自宅に伺い申請

を受け付けます。市役所に来ることが難しい場合

は、問い合わせください。

対象　市に住民票がある人、市内の事業者または

　町内会などの団体

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの

　際に、日程の調整や申請に必要な物の説明をし

　ます。

申請窓口　市民課、支所市民係

時間　平日午前８時30分から午後５時15分

※木曜日（祝日除く）は午後８時までで、前日ま

　でに予約が必要です。

※土曜日は午前８時30分から昼12時15分までで、

　第１・３が支所市民係、第２・４が市役所市民

　課の窓口を開設しています。

必要な物　運転免許証、健康保険証などの本人確

　認書類

申請窓口　市民課、支所市民係

時間　平日午前８時30分から午後５時15分

※木曜日（祝日除く）は午後８時までで、前日ま

　でに予約が必要です。

※土曜日は午前８時30分から昼12時15分までで、

　第１・３が支所市民係、第２・４が市役所市民

　課の窓口を開設しています。

必要な物　運転免許証、健康保険証などの本人確

　認書類

国
民 年金コーナー

　令
和
６
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
控
除
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
課
税
所
得
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発
送
時
期

　10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

対
象
者

　令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

　ま
で
の
間
に
納
付
し
た
人

※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
た

　に
納
付
を
始
め
た
人
の
控
除
証
明
書
は
、
令

　和
７
年
２
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

※
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用
登
録
を
行
っ
た
場

　合
は
、
電
子
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た
「
領
収
証
書
」

　を
控
除
証
明
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き

　ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　☎0

2
5
（
2
8
3
）
1
0
1
6

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　☎0
５
7
0
（
0
0
3
）
0
0
4

　
※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

　
　
用
意
し
て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　
　市民課保険年金係　☎(43)3911
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いきいき
五泉

通信

いつまでも元気で明るく健康に過ご

すための秘訣を紹介しています！

問い合わせ
　高齢福祉課いきいき福祉係
　　　　　　　　　　☎(43)3911
　村松支所　福祉係　☎(58)7181Vol.８

住民主体の通いの場
　　　　　～早出碁会の紹介～
住民主体の通いの場
　　　　　～早出碁会の紹介～

　早出碁会は、毎月３と８のつく日に囲碁を楽しん

でおり、現在は男性10名程度が参加しています。囲

碁を打って判断力を高め、ストレスを解消しません

か？　興味のある人、初心者大歓迎です。ぜひ一度

のぞいてみてください。

対象　市内在住の人

開催日　毎月３と８がつく日

時間　午前８時45分～午後３時30分

会場　老人福祉センター翠泉園　休憩室

参加費　200円（入館料）

申込方法　申込不要。直接会場に来てください。

・五手先をよんで打てるようにがんばっています。

・参加者と楽しく囲碁を打って気持ちが良いです。

・親睦を深める良い機会になっています。

参加者の声

ひけつ

頭と指を使った脳のトレーニングにも

なります。

自然豊かで住みよい五泉市を守

り未来へ引き継ぐため、一人ひ

とりが実行できる取り組みをシ

リーズで紹介しています。

分
別
で
ご
み
を
有
効
活
用

分
別
で
ご
み
を
有
効
活
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。
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は
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　　今
年
の
春
、
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内
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ご
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で
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が
原
因
と
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し
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れ
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発
火
性
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適
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こ
と
で
起
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た
事
故
で
す
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事
故
に
よ
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、

作
業
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が
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に
さ
ら
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れ
る
ほ
か
、
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の
修
理
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要
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た
り
、
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の
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て
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の
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用
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に
つ

い
て
は
広
報
ご
せ
ん
５
月
10
日
号
の
15
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

　一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
で
ご
み
の
適

正
な
分
別
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
や
収
集

作
業
の
安
全
確
保
、
経
費
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

雨
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
袋
の
口
を
し
ば
る
な

ど
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　こ
の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
引
き
続
き

拠
点
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
洗
っ

て
乾
か
し
、
つ
ぶ
し
て
市

内
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　　今
年
の
春
、
県
内
の
ご
み
焼
却
施
設
で
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
と
み
ら
れ
る

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発
火
性

の
あ
る
ご
み
が
適
正
に
分
別
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
起
き
た
事
故
で
す
。
事
故
に
よ
り
、

作
業
員
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
ほ
か
、
施
設

の
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
ご
み
を
他
の

施
設
に
運
搬
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た

り
と
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
に
つ

い
て
は
広
報
ご
せ
ん
５
月
10
日
号
の
15
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

　一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
で
ご
み
の
適

正
な
分
別
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
や
収
集

作
業
の
安
全
確
保
、
経
費
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ふるさとの

環境を守ろう環境を守ろう

vol.18

問
い
合
わ
せ

　
環
境
保
全
課
衛
生
係

　
☎
(43)
３
９
１
１

みんなで実践！
ＳＤＧｓ

適
正
な
分
別
の
大
切
さ

適
正
な
分
別
の
大
切
さ

プラマークプラマーク
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国
保

こんにちは

　日本人の２人に１人が「がん」になり、男性は４人

に１人、女性は６人に１人の確率で死亡しています。

　がんを100％予防できる方法はありませんが、５つ

の健康習慣を実践することで、がんリスクはほぼ半減

します。１つでも多くの健康習慣を身に付けましょう。

◆市の状況は？

　市の国民健康保険における年間医療費の支出第１位

は「がん」です。この傾向は、過去５年以上続いてい

ます。

◆国民健康保険の取り組み

　国民健康保険では、がんなど疾病の予防および早期

発見のため、がんドック・人間ドック受診費用の助成

や、肺がん検診・胃がんリスク検診なども受診できる

市民総合健診、指定された医療機関での個別健診など

を行い、加入者みなさんの健康を守るための取り組み

を行っています。

問い合わせ　市民課保険年金係　☎(43)3911　
　　　　　　村松支所　市民係　☎(58)7181

「がん」は誰でもなる可能性がある「がん」は誰でもなる可能性がある

～がんを遠ざける５つの生活習慣を～～がんを遠ざける５つの生活習慣を～

出典 「科学的根拠に基づくがん予防」国立がん研究センター2023.４

日本人のためのがん予防法（５+１）

問い合わせ　市民課市民係　　　☎(43)3911
　　　　　　村松支所　市民係　☎(58)7181

マイナンバーカード

申請受け付け中！

マイナンバーカード

申請受け付け中！
写真撮影
無料！市役所窓口で申請する

職場や自宅で申請する

　市役所職員が、あなたの職場や自宅に伺い申請

を受け付けます。市役所に来ることが難しい場合

は、問い合わせください。

対象　市に住民票がある人、市内の事業者または

　町内会などの団体

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの

　際に、日程の調整や申請に必要な物の説明をし

　ます。

　市役所職員が、あなたの職場や自宅に伺い申請

を受け付けます。市役所に来ることが難しい場合

は、問い合わせください。

対象　市に住民票がある人、市内の事業者または

　町内会などの団体

申込方法　電話で申し込みください。申し込みの

　際に、日程の調整や申請に必要な物の説明をし

　ます。

申請窓口　市民課、支所市民係

時間　平日午前８時30分から午後５時15分

※木曜日（祝日除く）は午後８時までで、前日ま

　でに予約が必要です。

※土曜日は午前８時30分から昼12時15分までで、

　第１・３が支所市民係、第２・４が市役所市民

　課の窓口を開設しています。

必要な物　運転免許証、健康保険証などの本人確

　認書類

申請窓口　市民課、支所市民係

時間　平日午前８時30分から午後５時15分

※木曜日（祝日除く）は午後８時までで、前日ま

　でに予約が必要です。

※土曜日は午前８時30分から昼12時15分までで、

　第１・３が支所市民係、第２・４が市役所市民

　課の窓口を開設しています。

必要な物　運転免許証、健康保険証などの本人確

　認書類

国
民 年金コーナー

　令
和
６
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発

送
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
控
除
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
課
税
所
得
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

発
送
時
期

　10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

対
象
者

　令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

　ま
で
の
間
に
納
付
し
た
人

※
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
た

　に
納
付
を
始
め
た
人
の
控
除
証
明
書
は
、
令

　和
７
年
２
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

※
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利
用
登
録
を
行
っ
た
場

　合
は
、
電
子
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
し
た
際
に
発
行
さ
れ
た
「
領
収
証
書
」

　を
控
除
証
明
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
で
き

　ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　
　☎0

2
5
（
2
8
3
）
1
0
1
6

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　☎0
５
7
0
（
0
0
3
）
0
0
4

　
※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

　
　
用
意
し
て
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　
　市民課保険年金係　☎(43)3911
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今月の納税

　　納期限 12月２日㈪
国民健康保険税（普通徴収）５期

介護保険料（普通徴収）  　 ８期

後期高齢者医療保険料

　　　　　　（普通徴収）   ８期

納期限内に納税をお願いします

パスポートは
　早めに申請を！
パスポートは
　早めに申請を！

　年内にパスポートの受け取りを希望する人は、12

月18日㈬までに市民課に申請してください。受け取

りまでに約２週間かかりますので、早めの申請をお

願いします。

※支所での申請はできません。
問い合わせ
　市民課市民係

　市の食育活動を幅広くＰＲするため「五泉市食

育推進キャラクター」デザインの使用申請を受け

付けます。使用を希望する場合は、使用承認申請

書などの提出が必要です。

　なお、個人などで使用する場合や五泉市食育応

援団に登録されている事業者は、申請は不要で自

由に使用できます。詳しくは、市ホームページを

確認してください。

デザインを使用しませんか

問い合わせ　学校教育課学校給食係

問い合わせ　五泉図書館　☎(43)3110／村松図書館　☎(58)1505

時間：午前10時30分～11時30分時間：午前10時30分～11時30分

会場：村松図書館２階　学習室

対象　幼児～小学生

内容　大型絵本・大型紙芝居の読み聞か

　せ、エプロンシアターなど

講師　あじさいの会

対象　幼児～小学生

内容　大型絵本・大型紙芝居の読み聞か

　せ、エプロンシアターなど

講師　あじさいの会

11/2311/23
㈯㈷

こどもどくしょまつりこどもどくしょまつり

　この週間は、障がいの有無に

関わらず、誰もが地域や職場、

学校などで共に支え合って暮ら

す共生社会の実現を目指し、障

がいに対する理解を深めること

を目的としています。

　障がいのある人を取り巻く社会環境には、物理的・制

度的なバリア（障壁）に加えて、心のバリアも存在して

います。障がいのある人に対する正しい理解と認識を深

めましょう。

12月３日㊋～９日㊊障がい者週間
共に生き、共に支え合う

安心で住みよい五泉を目指して
問い合わせ　
　健康福祉課障害係

　市内の福祉施設の作品を展示します。障がいの

ある人に対する理解の場としてぜひ来場ください。

○市役所１階ロビー　12月４日㈬～12月13日㈮
○支所１階ロビー　令和７年１月９日㈭～23日㈭

ウエルカム作品展2024

五泉市食育
キャラ　使用

検索

デザインの
ダウンロード

はこちら

食育推進キャラクター食育推進キャラクター
障がい者雇用
　ガイドブック
障がい者雇用
　ガイドブック

　障がいの種別や対応、配慮点、障がい

者を雇用する際に利用できる制度や相談

先などを分かりやすくまとめました。

　就労系福祉サービス事業所（作業所）

が企業から委託されて行うさまざまな作

業についても紹介してい

ます。ぜひ手に取ってみ

てください。窓口のほか、

市ホームページにも掲載

しています。

　障がいの種別や対応、配慮点、障がい

者を雇用する際に利用できる制度や相談

先などを分かりやすくまとめました。

　就労系福祉サービス事業所（作業所）

が企業から委託されて行うさまざまな作

業についても紹介してい

ます。ぜひ手に取ってみ

てください。窓口のほか、

市ホームページにも掲載

しています。

問い合わせ　
　健康福祉課障害係
　障がい者基幹相談支援センター　☎(41)0653

障がい者への理解を深め
　　　　雇用促進のために

ガイドブック
はこちら

　乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診

は
済
ん
で
い
ま
す
か
。
医
療
機
関
で
の

検
診
期
間
は
11
月
30
日
㈯
ま
で
で
す
。

検
診
期
間
の
終
了
間
際
は
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
令
和

6
年
度
健
診
日
程
表
」
ま
た
は
、
対
象

者
に
送
付
済
み
の
個
別
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象

〇
乳
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　

　40
歳
以
上
（
昭
和
60
年
３
月
31
日
以

　前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
昨
年
度
受

　診
し
て
い
な
い
人

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診

　20
歳
以
上
（
平
成
17
年
３
月
31
日
以

　前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
昨
年
度
受

　診
し
て
い
な
い
人

②
12
月
３
日
㈫

　

　各
日

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場

　福
祉
会
館
３
階

　大
会
議
室

演
題

　
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
支
援
～
自

　殺
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

講
師

　新
潟
青
陵
大
学

　福
祉
心
理
子

　ど
も
学
部

　

　
　
　
　准
教
授

　関
谷

　昭
吉
さ
ん

参
加
費

　無
料

申
込
方
法

　11
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話

　ま
た
は
健
康
福
祉
課
窓
口
で
申
し
込

　み
く
だ
さ
い
。

　消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
）
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
な
ど
で
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
困

っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
生
活
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時

　11
月
30
日
㈯

　午
前
の
部

　10
時
～
正
午

　午
後
の
部

　１
時
～
４
時

会
場

　福
祉
会
館
２
階

　相
談
室

相
談
員

　弁
護
士
、
司
法
書
士

　な
ど

相
談
時
間

　１
人
１
時
間

定
員

　先
着
４
人

申
込
方
法

　11
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
金

　
乳
が
ん
検
診

　１
、
０
0
0
円

　
　
　子
宮
頸
が
ん
検
診

　６
0
0
円

※

個
人
記
録
票
に
「
無
料
」
ま
た
は
、

　「
ク
ー
ポ
ン
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

　人
は
無
料

　精
神
障
が
い
者
の
家
族
会
と
し
て
活

動
し
、
支
え
合
い
や
交
流
、
情
報
交
換

を
通
し
て
家
族
自
身
の
戸
惑
い
や
不
安

の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
立
場

で
語
り
合
い
、
聴
き
、
共
感
し
、
励
ま

し
合
う
時
間
は
宝
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　11

月
22
日
㈮

　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　五
泉
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）
と

は
、
地
域
の
中
で
、
悩
ん
で
い
る
人
に

気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、

見
守
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
人

の
こ
と
で
す
。
身
近
な
人
を
守
る
た
め
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　

①
12
月
２
日
㈪

　

　防
災
に
つ
い
て
、
町
内
会
や
地
域
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
の
啓
発
や
、
災

害
時
に
住
民
の
身
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
育

成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
２
日
間
受

講
す
る
こ
と
で
「
五
泉
市
防
災
リ
ー
ダ

ー
」
に
認
定
し
ま
す
。

対
象

　町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

　か
ら
推
薦
が
あ
り
、
防
災
に
興
味
が

　あ
る
人

日
時

　11
月
30
日
㈯
・
12
月
１
日
㈰

　
　
　各
日

　午
前
９
時
～
正
午

会
場

　村
松
支
所
２
階

　第
３
会
議
室

講
師

　日
本
防
災
士
会

　新
潟
県
支
部

　支
部
長
（
防
災
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　松
岡

　輝
彦
さ
ん

申
込
方
法

　総
務
課
窓
口
ま
た
は
電
話
、

　Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

　む
場
合
は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
町

　内
会
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　緊
急
情
報
を
国
か
ら
市
町
村
へ
瞬
時

に
伝
達
す
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
試
験
で
は
、
最
大
音

量
で
市
内
２
０
８
カ
所
の
防
災
行
政
無

線
か
ら
放
送
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
迅

速
に
情
報
を
伝
達
す
る
試
験
で
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　11
月
20
日
㈬

　午
前
11
時
こ
ろ

放
送
内
容

◦
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。

　（
３
回
繰
り
返
し
）

◦
こ
ち
ら
は
広
報
五
泉
市
で
す
。

　　　　
　
家
族
や
友
達
と
チ
ー
ム
で
協
力
し
て

謎
を
解
き
、
怪
盗
サ
ン
タ
が
総
合
会
館

に
隠
し
た
お
宝
を
探
し
出
そ
う
！

　

対
象

　市
内
の
小
学
生

日
時

　12
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分

　～
（
受
付

　午
後
１
時
～
）

会
場

　総
合
会
館

定
員

　
25
組
（
１
組
２
～
５
人
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
費

　１
人
2
0
0
円

持
ち
物

　内
履
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
L
I
N
E
を
利
用

　す
る
た
め
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

　て
い
な
い
人
は
保
護
者
の
付
き
添
い

　が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　12
月
４
日
㈬
正
午
ま
で
に

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、
総
合
会
館
窓

　口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

　　図
書
館
で
購
読
し
て
い
る
雑
誌
な
ど

の
ふ
ろ
く
（
バ
ッ
グ
、
手
帳
な
ど
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法

　五
泉
図
書
館
ま
た
は
村
松

　図
書
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入
し
、

　希
望
の
品
に
１
つ
だ
け
○
を
付
け
て
、

　応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
は
L
カ
ー
ド
（
図
書
館
の
利

　用
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
L
カ
ー

　ド
１
枚
に
つ
き
１
回
応
募
で
き
ま
す
。

　L
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
サ

　ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
出
て
く

　だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

応
募
締
切

　12
月
１
日
㈰ ラ

イ

ン

生
涯
学
習
課
企
画
推
進
係

　
　
　

（
総
合
会
館
内
）
☎

（42）
５
１
９
５

五
泉
図
書
館

　
☎

（43）
３
１
１
０

　
村
松
図
書
館

　
☎

（58）
１
５
０
５

知

雑
誌
の
ふ
ろ
く
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

ま
つ
か
ぜ
会
の
交
流
会

知

健
康
福
祉
課
医
療
対
策
係

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

知

総
務
課
防
災
係

知

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
放
送
試
験

五
泉
市
公
民
館
（
総
合
会
館
内
）

☎
（43）
４
１
９
０

メ
ー
ル   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

s-gakusyuu@
city.go

sen.lg.jp

募

謎
解
き
＆
宝
さ
が
し

  

メ
ー
ル   

　
　
　
　
　
　
　

  

b
o
usai@

city.go
sen.lg.jp

総
務
課
防
災
係

募

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
ス
キ
ル
研
修
会

募

商
工
観
光
課
商
工
係

借
金
返
済
の
相
談
会

相

防災行政無線自動音声サービス(43)5745　テレホンサービス(43)4567　ホームページ www.city.gosen.lg.jp　

相談 イベントお知らせ 募集

五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分

広報ごせん／2024年（令和6年）11月10日号 1011

今月の納税

　　納期限 12月２日㈪
国民健康保険税（普通徴収）５期

介護保険料（普通徴収）  　 ８期

後期高齢者医療保険料

　　　　　　（普通徴収）   ８期

納期限内に納税をお願いします

パスポートは
　早めに申請を！
パスポートは
　早めに申請を！

　年内にパスポートの受け取りを希望する人は、12

月18日㈬までに市民課に申請してください。受け取

りまでに約２週間かかりますので、早めの申請をお

願いします。

※支所での申請はできません。
問い合わせ
　市民課市民係

　市の食育活動を幅広くＰＲするため「五泉市食

育推進キャラクター」デザインの使用申請を受け

付けます。使用を希望する場合は、使用承認申請

書などの提出が必要です。

　なお、個人などで使用する場合や五泉市食育応

援団に登録されている事業者は、申請は不要で自

由に使用できます。詳しくは、市ホームページを

確認してください。

デザインを使用しませんか

問い合わせ　学校教育課学校給食係

問い合わせ　五泉図書館　☎(43)3110／村松図書館　☎(58)1505

時間：午前10時30分～11時30分時間：午前10時30分～11時30分

会場：村松図書館２階　学習室

対象　幼児～小学生

内容　大型絵本・大型紙芝居の読み聞か

　せ、エプロンシアターなど

講師　あじさいの会

対象　幼児～小学生

内容　大型絵本・大型紙芝居の読み聞か

　せ、エプロンシアターなど

講師　あじさいの会

11/2311/23
㈯㈷

こどもどくしょまつりこどもどくしょまつり

　この週間は、障がいの有無に

関わらず、誰もが地域や職場、

学校などで共に支え合って暮ら

す共生社会の実現を目指し、障

がいに対する理解を深めること

を目的としています。

　障がいのある人を取り巻く社会環境には、物理的・制

度的なバリア（障壁）に加えて、心のバリアも存在して

います。障がいのある人に対する正しい理解と認識を深

めましょう。

12月３日㊋～９日㊊障がい者週間
共に生き、共に支え合う

安心で住みよい五泉を目指して
問い合わせ　
　健康福祉課障害係

　市内の福祉施設の作品を展示します。障がいの

ある人に対する理解の場としてぜひ来場ください。

○市役所１階ロビー　12月４日㈬～12月13日㈮
○支所１階ロビー　令和７年１月９日㈭～23日㈭

ウエルカム作品展2024

五泉市食育
キャラ　使用

検索

デザインの
ダウンロード

はこちら

食育推進キャラクター食育推進キャラクター
障がい者雇用
　ガイドブック
障がい者雇用
　ガイドブック

　障がいの種別や対応、配慮点、障がい

者を雇用する際に利用できる制度や相談

先などを分かりやすくまとめました。

　就労系福祉サービス事業所（作業所）

が企業から委託されて行うさまざまな作

業についても紹介してい

ます。ぜひ手に取ってみ

てください。窓口のほか、

市ホームページにも掲載

しています。

　障がいの種別や対応、配慮点、障がい

者を雇用する際に利用できる制度や相談

先などを分かりやすくまとめました。

　就労系福祉サービス事業所（作業所）

が企業から委託されて行うさまざまな作

業についても紹介してい

ます。ぜひ手に取ってみ

てください。窓口のほか、

市ホームページにも掲載

しています。

問い合わせ　
　健康福祉課障害係
　障がい者基幹相談支援センター　☎(41)0653

障がい者への理解を深め
　　　　雇用促進のために

ガイドブック
はこちら

　乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診

は
済
ん
で
い
ま
す
か
。
医
療
機
関
で
の

検
診
期
間
は
11
月
30
日
㈯
ま
で
で
す
。

検
診
期
間
の
終
了
間
際
は
混
雑
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
令
和

6
年
度
健
診
日
程
表
」
ま
た
は
、
対
象

者
に
送
付
済
み
の
個
別
案
内
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象

〇
乳
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
　

　40
歳
以
上
（
昭
和
60
年
３
月
31
日
以

　前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
昨
年
度
受

　診
し
て
い
な
い
人

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診

　20
歳
以
上
（
平
成
17
年
３
月
31
日
以

　前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
昨
年
度
受

　診
し
て
い
な
い
人

②
12
月
３
日
㈫

　

　各
日

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場

　福
祉
会
館
３
階

　大
会
議
室

演
題

　
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
支
援
～
自

　殺
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
～

講
師

　新
潟
青
陵
大
学

　福
祉
心
理
子

　ど
も
学
部

　

　
　
　
　准
教
授

　関
谷

　昭
吉
さ
ん

参
加
費

　無
料

申
込
方
法

　11
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話

　ま
た
は
健
康
福
祉
課
窓
口
で
申
し
込

　み
く
だ
さ
い
。

　消
費
者
金
融
（
サ
ラ
金
）
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
な
ど
で
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
困

っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
生
活
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時

　11
月
30
日
㈯

　午
前
の
部

　10
時
～
正
午

　午
後
の
部

　１
時
～
４
時

会
場

　福
祉
会
館
２
階

　相
談
室

相
談
員

　弁
護
士
、
司
法
書
士

　な
ど

相
談
時
間

　１
人
１
時
間

定
員

　先
着
４
人

申
込
方
法

　11
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
電

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
金

　
乳
が
ん
検
診

　１
、
０
0
0
円

　
　
　子
宮
頸
が
ん
検
診

　６
0
0
円

※

個
人
記
録
票
に
「
無
料
」
ま
た
は
、

　「
ク
ー
ポ
ン
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

　人
は
無
料

　精
神
障
が
い
者
の
家
族
会
と
し
て
活

動
し
、
支
え
合
い
や
交
流
、
情
報
交
換

を
通
し
て
家
族
自
身
の
戸
惑
い
や
不
安

の
解
消
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
立
場

で
語
り
合
い
、
聴
き
、
共
感
し
、
励
ま

し
合
う
時
間
は
宝
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と

語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　11

月
22
日
㈮

　午
前
10
時
～
正
午

会
場

　五
泉
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）
と

は
、
地
域
の
中
で
、
悩
ん
で
い
る
人
に

気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、

見
守
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
人

の
こ
と
で
す
。
身
近
な
人
を
守
る
た
め
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

　

①
12
月
２
日
㈪

　

　防
災
に
つ
い
て
、
町
内
会
や
地
域
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
で
の
啓
発
や
、
災

害
時
に
住
民
の
身
を
守
る
た
め
の
取
り

組
み
を
行
う
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
を
育

成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
２
日
間
受

講
す
る
こ
と
で
「
五
泉
市
防
災
リ
ー
ダ

ー
」
に
認
定
し
ま
す
。

対
象

　町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

　か
ら
推
薦
が
あ
り
、
防
災
に
興
味
が

　あ
る
人

日
時

　11
月
30
日
㈯
・
12
月
１
日
㈰

　
　
　各
日

　午
前
９
時
～
正
午

会
場

　村
松
支
所
２
階

　第
３
会
議
室

講
師

　日
本
防
災
士
会

　新
潟
県
支
部

　支
部
長
（
防
災
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　松
岡

　輝
彦
さ
ん

申
込
方
法

　総
務
課
窓
口
ま
た
は
電
話
、

　Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

　む
場
合
は
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
町

　内
会
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　緊
急
情
報
を
国
か
ら
市
町
村
へ
瞬
時

に
伝
達
す
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
試
験
で
は
、
最
大
音

量
で
市
内
２
０
８
カ
所
の
防
災
行
政
無

線
か
ら
放
送
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
迅

速
に
情
報
を
伝
達
す
る
試
験
で
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　11
月
20
日
㈬

　午
前
11
時
こ
ろ

放
送
内
容

◦
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。

　（
３
回
繰
り
返
し
）

◦
こ
ち
ら
は
広
報
五
泉
市
で
す
。

　　　　
　
家
族
や
友
達
と
チ
ー
ム
で
協
力
し
て

謎
を
解
き
、
怪
盗
サ
ン
タ
が
総
合
会
館

に
隠
し
た
お
宝
を
探
し
出
そ
う
！

　

対
象

　市
内
の
小
学
生

日
時

　12
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分

　～
（
受
付

　午
後
１
時
～
）

会
場

　総
合
会
館

定
員

　
25
組
（
１
組
２
～
５
人
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
費

　１
人
2
0
0
円

持
ち
物

　内
履
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
L
I
N
E
を
利
用

　す
る
た
め
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

　て
い
な
い
人
は
保
護
者
の
付
き
添
い

　が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　12
月
４
日
㈬
正
午
ま
で
に

　電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、
総
合
会
館
窓

　口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

　　図
書
館
で
購
読
し
て
い
る
雑
誌
な
ど

の
ふ
ろ
く
（
バ
ッ
グ
、
手
帳
な
ど
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法

　五
泉
図
書
館
ま
た
は
村
松

　図
書
館
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入
し
、

　希
望
の
品
に
１
つ
だ
け
○
を
付
け
て
、

　応
募
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
は
L
カ
ー
ド
（
図
書
館
の
利

　用
カ
ー
ド
）
が
必
要
で
す
。
L
カ
ー

　ド
１
枚
に
つ
き
１
回
応
募
で
き
ま
す
。

　L
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
サ

　ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
申
し
出
て
く

　だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

応
募
締
切

　12
月
１
日
㈰ ラ

イ

ン

生
涯
学
習
課
企
画
推
進
係

　
　
　

（
総
合
会
館
内
）
☎

（42）
５
１
９
５

五
泉
図
書
館

　
☎

（43）
３
１
１
０

　
村
松
図
書
館

　
☎

（58）
１
５
０
５

知

雑
誌
の
ふ
ろ
く
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

ま
つ
か
ぜ
会
の
交
流
会

知

健
康
福
祉
課
医
療
対
策
係

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

知

総
務
課
防
災
係

知

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
放
送
試
験

五
泉
市
公
民
館
（
総
合
会
館
内
）

☎
（43）
４
１
９
０

メ
ー
ル   

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

s-gakusyuu@
city.go

sen.lg.jp

募

謎
解
き
＆
宝
さ
が
し

  

メ
ー
ル   

　
　
　
　
　
　
　

  

b
o
usai@

city.go
sen.lg.jp

総
務
課
防
災
係

募

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
ス
キ
ル
研
修
会

募

商
工
観
光
課
商
工
係

借
金
返
済
の
相
談
会

相

防災行政無線自動音声サービス(43)5745　テレホンサービス(43)4567　ホームページ www.city.gosen.lg.jp　

相談 イベントお知らせ 募集

五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分

広報ごせん／2024年（令和6年）11月10日号 1011



みんなの掲示板みんなの掲示板

　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに掲載申込

書を提出してください。

■生涯学習セミナー“道徳の力”を育てませんか？
　日常生活での問題や課題に正しく対処し、生きが
いや喜びの多いより良い人生を築くための道徳実行
の指針を学びます。　日時：11月27日㈬　午後６時
50分～９時、11月28日㈭　午後７時～９時５分　会
場：五泉市立図書館　３階ホール　参加費：1 , 500
円＋テキスト代300円　問い合わせ：五泉モラロジ
ー事務所　岩村　☎(42)5887

■冬鳥観察会　福島潟や瓢湖でハクチョウやカモな
どの冬鳥を観察します。　日時：12月１日㈰　午前
８時出発（午前７時50分集合）　集合場所：五泉市
役所玄関前（マイクロバスで移動します）　観察場
所：ビュー福島潟（新潟市北区）・瓢湖（阿賀野市）
参加費：無料（昼食代別途）　持ち物：双眼鏡、雨
具、防寒着（小雨決行）　申込締切：11月22日㈮　
申込・問い合わせ：五泉野鳥の会事務局　佐久間　
☎080(1008)9611

■歴史講座「村松の大地の成り立ち」　日時：11月
19日㈫　午後７時～　会場：村松公民館　視聴覚室
講師：羽生　泰彦さん　費用：500円　※準備があ
るため前日までに申し込みください。　申込・問い
合わせ：戸井田　☎090(2563)0694

　アフガニスタンとパキスタンで、

病や貧困に苦しむ人に寄り添い続け、

2019年志半ばで凶弾に倒れた故・

中村哲医師のドキュメンタリー映画

を上映します。現地での21年間の活

動の記録や現地の復興の様子を収録

していますので「武力で平和は守れ

ない」という中村医師の志と活動を、

ぜひ見に来てください。

　アフガニスタンとパキスタンで、

病や貧困に苦しむ人に寄り添い続け、

2019年志半ばで凶弾に倒れた故・

中村哲医師のドキュメンタリー映画

を上映します。現地での21年間の活

動の記録や現地の復興の様子を収録

していますので「武力で平和は守れ

ない」という中村医師の志と活動を、

ぜひ見に来てください。

入場料　前売券1,200円

　　　　当日券　一般1,500円、大学生1,300円、中高生800円

　※前売り券はラポルテ五泉、新潟日報メディアシップ１階インフ

　　ォメーションセンターえん、セブンチケットで販売中です。

12/８㊐
①午前10時30分～　②午後１時00分～

③午後３時30分～

会場：ラポルテ五泉　多目的ホール

「荒野に希望の
　　　灯をともす」上映会

問い合わせ　
　　「荒野に希望の灯をともす」五泉市上映実行委員会
　　　　　　　　　事務局　企画政策課男女共同参画係

県内一般上映が

五泉市からスタート！～百の診療所より　一本の用水路を～

劇
場
版

※３回上映します。満席の場合は次の上映回に
　まわっていただくことがあります。

　　　　　　　　一人暮らしの母親が、呉服店から

　　　　　　　展示会に誘われ、次々と高額な契約

　　　　　　をしていることが分かった。毎月のク

　　　　　レジットカード会社への支払額が総額30

万円を超えており、年金収入だけの母親にはとても

支払えない。購入した着物やジュエリーなどは、未

使用のままであるため、解約できないだろうか。

Vol.124

こんなときは

五泉市消費

生活センターへ

問い合わせ　五泉市消費生活センター　☎(47)4578
　　　　　　平日午前10時～午後４時（年末年始を除く）

　見るだけでいいからなどと着物の展示会に誘わ

れ、断り切れず次々と着物などを購入させられ支

払いに困っているという相談が寄せられています。

　強引な勧誘をされても、必要がなければきっぱ

り断りましょう。断る自信がなければ誘われても

行かないことが最善です。家族や周囲の人は、日

頃から高齢者の自宅に不審な書類や商品がないか、

気を配りましょう。

　不安な場合は、消費生活センターなどにご相談

ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

展示会に誘われて

着物の次々販売に注意！

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係　☎(42)5194

第35回第35回 スポレクスポレク
－熱戦の足あと－－熱戦の足あと－ （１位のみ、敬称略）（１位のみ、敬称略）

バレーボール（10月６日）

＜婦人の部＞　Ｖoｌｌｅｎｃｈｕ

バレーボール（10月６日）

＜婦人の部＞　Ｖoｌｌｅｎｃｈｕ

テニス（10月６日）

＜ダブルス　一般男子の部＞　
　鈴木　健、土田　健光

テニス（10月６日）

＜ダブルス　一般男子の部＞　
　鈴木　健、土田　健光

ソフトテニス（９月15日）

＜一般の部Ａ＞　牛腸　友志、長谷川　快

＜一般の部Ｂ＞　長澤　梨奈、酒井　奏碧　

＜小中学生男子の部＞　長谷川　晴輝、目黒　翔琉

＜小中学生女子の部＞　鈴木　葉、酒井　希來

ソフトテニス（９月15日）

＜一般の部Ａ＞　牛腸　友志、長谷川　快

＜一般の部Ｂ＞　長澤　梨奈、酒井　奏碧　

＜小中学生男子の部＞　長谷川　晴輝、目黒　翔琉

＜小中学生女子の部＞　鈴木　葉、酒井　希來

結果
その１

バスケットボール（９月29日）

＜初心者男子の部＞　ＸＥＮＯ

＜男女混合または女子の部＞　Ｊａｃｋ　Ｐoｔ

バスケットボール（９月29日）

＜初心者男子の部＞　ＸＥＮＯ

＜男女混合または女子の部＞　Ｊａｃｋ　Ｐoｔ

バドミントン（９月23日）

＜ダブルスの部　Ａクラス＞　
　長谷川　英寿、落合　真聖

＜ダブルスの部　Ｂクラス＞　
　井上　穂風、長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ａクラス＞　光井　颯真

＜シングルスの部　Ｂクラス＞　長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ｃクラス＞　井上　穂風

バドミントン（９月23日）

＜ダブルスの部　Ａクラス＞　
　長谷川　英寿、落合　真聖

＜ダブルスの部　Ｂクラス＞　
　井上　穂風、長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ａクラス＞　光井　颯真

＜シングルスの部　Ｂクラス＞　長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ｃクラス＞　井上　穂風

国税の電話相談 専用ダイヤル ☎0570(00)5901

　所得税、相続税など国税に関することや、年末調

整や確定申告などの手続きについて相談できます。

受付時間　平日午前８時30分～午後５時

　　　　　（12月29日～１月３日を除く）

　所得税、相続税など国税に関することや、年末調

整や確定申告などの手続きについて相談できます。

受付時間　平日午前８時30分～午後５時

　　　　　（12月29日～１月３日を除く）

問い合わせ　新津税務署　☎(22)2151

　不登校、非行、家庭内暴力など、さまざまな相談

に応じます。また、五泉・村松適応指導教室では、

不登校の児童・生徒を対象に学習指導も行っていま

す。

教育相談教育相談 一人で悩まず、早めに相談一人で悩まず、早めに相談

青少年育成センター

（総合会館内）☎ (42)5196

　土・日・祝日を除く毎日

　午前９時～午後４時　

　　土
曜
・
日
曜
・
祝
日
当
番
医
が
次
の

通
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
令
和
７
年
３
月
２
日
㈰

　

　こ
や
ま
整
形
外
科
（
駅
前
１
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
(41)
0
3
2
1

・
令
和
７
年
３
月
20
日
㈭
㈷

　五
泉
六
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
三
本
木
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
(43)
6
2
3
3

　　次
の
事
業
者
を
指
定
更
新
し
ま
し
た
。

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
が
楽
し
く

学
べ
る
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
の
中
学
生

日
時

　12
月
25
日
㈬

　午
後
１
時
30
分

　～
４
時

会
場

　
総
合
会
館
２
階

　会
議
室

定
員

　30
人

　※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

　5
0
0
円

申
込
方
法

　12
月
10
日
㈫
ま
で
に
次
の

　二
次
元
コ
ー
ド
の
申
込

　専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　五
泉
特
別
支
援
学
校
と
村
松
分
校
、

村
松
高
等
学
校
の
３
校
合
同
で
ア
ー
ト

展
を
開
催
し
ま
す
。
才
能
あ
ふ
れ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
を
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　11
月
23
日
㈯
㈷
・
24
日
㈰

　

　
　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

会
場

　L
O
O
P
＆
L
O
O
P
（
五
泉

　ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合
）

入
場
料

　無
料

指
定
更
新

　㈱
横
山
電
機
商
会
、
熊
倉

　設
備
工
業
㈱
、
㈱
明
光
設
備
、
㈱
イ

　ー
ス
マ
イ
ル
、
㈱
ア
イ
ユ
ー
テ
ッ
ク
、

　㈲
エ
ス
エ
ス
工
業
、
㈱
ケ
ン
オ
ウ
、

　㈱
テ
ク
ノ
ナ
ガ
イ
、
㈲
加
茂
設
備
工

　業
、
㈲
宮
工
務
所
、
㈲
キ
ュ
ー
ブ
、

　㈲
熊
谷
工
業
所
、
㈱
ユ
ウ
ダ
イ
設
備

　工
業
、
㈱
大
二
工
業
、
ケ
イ
ア
ー
ル

　設
備
、
㈱
シ
ン
エ
イ

　

※
事
業
者
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　載
し
て
い
ま
す
。
漏
水
な
ど
の
修
繕

　を
す
る
場
合
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　世
界
の
料
理
を
通
し
て
、
楽
し
く
国

際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

　パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
講
師
と
、
本
場

の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時

　12
月
14
日
㈯

　午
前
10
時
～
午

　後
１
時
（
受
付

　午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　粟

島
ふ
れ
あ
い
館
２
階

　料
理
室

講
師

　イ
リ
ヤ
ス

　ア
マ
ド
さ
ん

定
員

　先
着
15
人
（
小
学
生
以
下
は
保

　護
者
同
伴
）

参
加
費

　5
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
内
履
き

申
込
方
法

　12
月
6
日
㈮
ま
で
に
、
電

　令
和
７
年
１
月
か
ら
書
面
で
提
出
さ

れ
た
申
告
書
な
ど
の
控
え
に
収
受
日
付

印
の
押
な
つ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
申
告
書
な
ど
の
提
出
年
月
日
は
、

必
要
に
応
じ
て
、
自
身
で
記
録
・
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
な

ど
の
提
出
に
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る

と
、
デ
ー
タ
の
送
信
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
信
日
時
や
申
告
内
容

を
確
認
で
き
る
の
で

大
変
便
利
で
す
。

　詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
「
申
告
書
」
と
は
申
告

　書
の
ほ
か
、
申
請
書
、
請
求
書
、
届

　出
書
な
ど
を
含
む
、
税
務
署
に
提
出

　（
送
付
）
さ
れ
る
全
て
の
文
書
で
す
。

　
社
会
福
祉
事
業
へ

♡
タ
オ
ル
53
枚

　
　
　
　明
治
安
田

　新
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業
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員
一
同

国税庁
ホームページ

ル
ー
プ 

ア
ン
ド 

ル
ー
プ

10
月
17
日
現
在
（
敬
称
略
）

♥
篤
志
に
感
謝

新
津
税
務
署
総
務
課

☎
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2
1
5
1

知

税
務
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知
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知
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新

五
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市
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局

（
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課
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係
内
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世
界
の
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康
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課
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対
策
係

休
日
当
番
医
の
変
更

知

学
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教
育
課
学
務
係

プ
ロ
グ
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グ
体
験
教
室

募

防災行政無線自動音声サービス(43)5745　テレホンサービス(43)4567　ホームページ www.city.gosen.lg.jp
五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分

広報ごせん／2024年（令和6年）11月10日号 1213

みんなの掲示板みんなの掲示板

　掲載を希望する場合は、発行日の20日前までに掲載申込

書を提出してください。

■生涯学習セミナー“道徳の力”を育てませんか？
　日常生活での問題や課題に正しく対処し、生きが
いや喜びの多いより良い人生を築くための道徳実行
の指針を学びます。　日時：11月27日㈬　午後６時
50分～９時、11月28日㈭　午後７時～９時５分　会
場：五泉市立図書館　３階ホール　参加費：1 , 500
円＋テキスト代300円　問い合わせ：五泉モラロジ
ー事務所　岩村　☎(42)5887

■冬鳥観察会　福島潟や瓢湖でハクチョウやカモな
どの冬鳥を観察します。　日時：12月１日㈰　午前
８時出発（午前７時50分集合）　集合場所：五泉市
役所玄関前（マイクロバスで移動します）　観察場
所：ビュー福島潟（新潟市北区）・瓢湖（阿賀野市）
参加費：無料（昼食代別途）　持ち物：双眼鏡、雨
具、防寒着（小雨決行）　申込締切：11月22日㈮　
申込・問い合わせ：五泉野鳥の会事務局　佐久間　
☎080(1008)9611

■歴史講座「村松の大地の成り立ち」　日時：11月
19日㈫　午後７時～　会場：村松公民館　視聴覚室
講師：羽生　泰彦さん　費用：500円　※準備があ
るため前日までに申し込みください。　申込・問い
合わせ：戸井田　☎090(2563)0694

　アフガニスタンとパキスタンで、

病や貧困に苦しむ人に寄り添い続け、

2019年志半ばで凶弾に倒れた故・

中村哲医師のドキュメンタリー映画

を上映します。現地での21年間の活

動の記録や現地の復興の様子を収録

していますので「武力で平和は守れ

ない」という中村医師の志と活動を、

ぜひ見に来てください。

　アフガニスタンとパキスタンで、

病や貧困に苦しむ人に寄り添い続け、

2019年志半ばで凶弾に倒れた故・

中村哲医師のドキュメンタリー映画

を上映します。現地での21年間の活

動の記録や現地の復興の様子を収録

していますので「武力で平和は守れ

ない」という中村医師の志と活動を、

ぜひ見に来てください。

入場料　前売券1,200円

　　　　当日券　一般1,500円、大学生1,300円、中高生800円

　※前売り券はラポルテ五泉、新潟日報メディアシップ１階インフ

　　ォメーションセンターえん、セブンチケットで販売中です。

12/８㊐
①午前10時30分～　②午後１時00分～

③午後３時30分～

会場：ラポルテ五泉　多目的ホール

「荒野に希望の
　　　灯をともす」上映会

問い合わせ　
　　「荒野に希望の灯をともす」五泉市上映実行委員会
　　　　　　　　　事務局　企画政策課男女共同参画係

県内一般上映が

五泉市からスタート！～百の診療所より　一本の用水路を～

劇
場
版

※３回上映します。満席の場合は次の上映回に
　まわっていただくことがあります。

　　　　　　　　一人暮らしの母親が、呉服店から

　　　　　　　展示会に誘われ、次々と高額な契約

　　　　　　をしていることが分かった。毎月のク

　　　　　レジットカード会社への支払額が総額30

万円を超えており、年金収入だけの母親にはとても

支払えない。購入した着物やジュエリーなどは、未

使用のままであるため、解約できないだろうか。

Vol.124

こんなときは

五泉市消費

生活センターへ

問い合わせ　五泉市消費生活センター　☎(47)4578
　　　　　　平日午前10時～午後４時（年末年始を除く）

　見るだけでいいからなどと着物の展示会に誘わ

れ、断り切れず次々と着物などを購入させられ支

払いに困っているという相談が寄せられています。

　強引な勧誘をされても、必要がなければきっぱ

り断りましょう。断る自信がなければ誘われても

行かないことが最善です。家族や周囲の人は、日

頃から高齢者の自宅に不審な書類や商品がないか、

気を配りましょう。

　不安な場合は、消費生活センターなどにご相談

ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

展示会に誘われて

着物の次々販売に注意！

問い合わせ　スポーツ推進課生涯スポーツ振興係　☎(42)5194

第35回第35回 スポレクスポレク
－熱戦の足あと－－熱戦の足あと－ （１位のみ、敬称略）（１位のみ、敬称略）

バレーボール（10月６日）

＜婦人の部＞　Ｖoｌｌｅｎｃｈｕ

バレーボール（10月６日）

＜婦人の部＞　Ｖoｌｌｅｎｃｈｕ

テニス（10月６日）

＜ダブルス　一般男子の部＞　
　鈴木　健、土田　健光

テニス（10月６日）

＜ダブルス　一般男子の部＞　
　鈴木　健、土田　健光

ソフトテニス（９月15日）

＜一般の部Ａ＞　牛腸　友志、長谷川　快

＜一般の部Ｂ＞　長澤　梨奈、酒井　奏碧　

＜小中学生男子の部＞　長谷川　晴輝、目黒　翔琉

＜小中学生女子の部＞　鈴木　葉、酒井　希來

ソフトテニス（９月15日）

＜一般の部Ａ＞　牛腸　友志、長谷川　快

＜一般の部Ｂ＞　長澤　梨奈、酒井　奏碧　

＜小中学生男子の部＞　長谷川　晴輝、目黒　翔琉

＜小中学生女子の部＞　鈴木　葉、酒井　希來

結果
その１

バスケットボール（９月29日）

＜初心者男子の部＞　ＸＥＮＯ

＜男女混合または女子の部＞　Ｊａｃｋ　Ｐoｔ

バスケットボール（９月29日）

＜初心者男子の部＞　ＸＥＮＯ

＜男女混合または女子の部＞　Ｊａｃｋ　Ｐoｔ

バドミントン（９月23日）

＜ダブルスの部　Ａクラス＞　
　長谷川　英寿、落合　真聖

＜ダブルスの部　Ｂクラス＞　
　井上　穂風、長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ａクラス＞　光井　颯真

＜シングルスの部　Ｂクラス＞　長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ｃクラス＞　井上　穂風

バドミントン（９月23日）

＜ダブルスの部　Ａクラス＞　
　長谷川　英寿、落合　真聖

＜ダブルスの部　Ｂクラス＞　
　井上　穂風、長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ａクラス＞　光井　颯真

＜シングルスの部　Ｂクラス＞　長谷川　瑛万

＜シングルスの部　Ｃクラス＞　井上　穂風

国税の電話相談 専用ダイヤル ☎0570(00)5901

　所得税、相続税など国税に関することや、年末調

整や確定申告などの手続きについて相談できます。

受付時間　平日午前８時30分～午後５時

　　　　　（12月29日～１月３日を除く）

　所得税、相続税など国税に関することや、年末調

整や確定申告などの手続きについて相談できます。

受付時間　平日午前８時30分～午後５時

　　　　　（12月29日～１月３日を除く）

問い合わせ　新津税務署　☎(22)2151

　不登校、非行、家庭内暴力など、さまざまな相談

に応じます。また、五泉・村松適応指導教室では、

不登校の児童・生徒を対象に学習指導も行っていま

す。

教育相談教育相談 一人で悩まず、早めに相談一人で悩まず、早めに相談

青少年育成センター

（総合会館内）☎ (42)5196

　土・日・祝日を除く毎日

　午前９時～午後４時　

　　土
曜
・
日
曜
・
祝
日
当
番
医
が
次
の

通
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
令
和
７
年
３
月
２
日
㈰

　

　こ
や
ま
整
形
外
科
（
駅
前
１
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
(41)
0
3
2
1

・
令
和
７
年
３
月
20
日
㈭
㈷

　五
泉
六
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
三
本
木
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
(43)
6
2
3
3

　　次
の
事
業
者
を
指
定
更
新
し
ま
し
た
。

　話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
が
楽
し
く

学
べ
る
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
の
中
学
生

日
時

　12
月
25
日
㈬

　午
後
１
時
30
分

　～
４
時

会
場

　
総
合
会
館
２
階

　会
議
室

定
員

　30
人

　※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

　5
0
0
円

申
込
方
法

　12
月
10
日
㈫
ま
で
に
次
の

　二
次
元
コ
ー
ド
の
申
込

　専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

　し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　五
泉
特
別
支
援
学
校
と
村
松
分
校
、

村
松
高
等
学
校
の
３
校
合
同
で
ア
ー
ト

展
を
開
催
し
ま
す
。
才
能
あ
ふ
れ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
を
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　11
月
23
日
㈯
㈷
・
24
日
㈰

　

　
　
　午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

会
場

　L
O
O
P
＆
L
O
O
P
（
五
泉

　ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合
）

入
場
料

　無
料

指
定
更
新

　㈱
横
山
電
機
商
会
、
熊
倉

　設
備
工
業
㈱
、
㈱
明
光
設
備
、
㈱
イ

　ー
ス
マ
イ
ル
、
㈱
ア
イ
ユ
ー
テ
ッ
ク
、

　㈲
エ
ス
エ
ス
工
業
、
㈱
ケ
ン
オ
ウ
、

　㈱
テ
ク
ノ
ナ
ガ
イ
、
㈲
加
茂
設
備
工

　業
、
㈲
宮
工
務
所
、
㈲
キ
ュ
ー
ブ
、

　㈲
熊
谷
工
業
所
、
㈱
ユ
ウ
ダ
イ
設
備

　工
業
、
㈱
大
二
工
業
、
ケ
イ
ア
ー
ル

　設
備
、
㈱
シ
ン
エ
イ

　

※
事
業
者
一
覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　載
し
て
い
ま
す
。
漏
水
な
ど
の
修
繕

　を
す
る
場
合
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　世
界
の
料
理
を
通
し
て
、
楽
し
く
国

際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

　パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
講
師
と
、
本
場

の
チ
キ
ン
カ
レ
ー
を
作
り
ま
す
。

日
時

　12
月
14
日
㈯

　午
前
10
時
～
午

　後
１
時
（
受
付

　午
前
９
時
30
分
～
）

会
場　粟

島
ふ
れ
あ
い
館
２
階

　料
理
室

講
師

　イ
リ
ヤ
ス

　ア
マ
ド
さ
ん

定
員

　先
着
15
人
（
小
学
生
以
下
は
保

　護
者
同
伴
）

参
加
費

　5
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
内
履
き

申
込
方
法

　12
月
6
日
㈮
ま
で
に
、
電

　令
和
７
年
１
月
か
ら
書
面
で
提
出
さ

れ
た
申
告
書
な
ど
の
控
え
に
収
受
日
付

印
の
押
な
つ
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
申
告
書
な
ど
の
提
出
年
月
日
は
、

必
要
に
応
じ
て
、
自
身
で
記
録
・
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申
告
書
な

ど
の
提
出
に
e
‐
T
a
x
を
利
用
す
る

と
、
デ
ー
タ
の
送
信
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
信
日
時
や
申
告
内
容

を
確
認
で
き
る
の
で

大
変
便
利
で
す
。

　詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
「
申
告
書
」
と
は
申
告

　書
の
ほ
か
、
申
請
書
、
請
求
書
、
届

　出
書
な
ど
を
含
む
、
税
務
署
に
提
出

　（
送
付
）
さ
れ
る
全
て
の
文
書
で
す
。
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　新
津
営
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員
一
同

国税庁
ホームページ

ル
ー
プ 

ア
ン
ド 

ル
ー
プ

10
月
17
日
現
在
（
敬
称
略
）

♥
篤
志
に
感
謝

新
津
税
務
署
総
務
課

☎
（22）
2
1
5
1

知

税
務
署
か
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お
知
ら
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五
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特
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☎
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4
3
7
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ん
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上
下
水
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局
お
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係

☎
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6
6
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知

給
水
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の
更
新

五
泉
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
課
広
報
広
聴
係
内
）

　

世
界
の
料
理
教
室

募

健
康
福
祉
課
医
療
対
策
係

休
日
当
番
医
の
変
更

知

学
校
教
育
課
学
務
係

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

募

防災行政無線自動音声サービス(43)5745　テレホンサービス(43)4567　ホームページ www.city.gosen.lg.jp
五泉市役所 ☎(43)3911 FAX(42)5151　村松支所 ☎(58)7181 FAX(58)8554
市役所受付時間：開庁日の午前８時30分～午後５時15分
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〒959-1865

五泉市本町３-４-３

メンズ＆レディースわたなべ

カネボウ・トワニー取扱店

配達致します！

お電話ください ! !

メンズ  ☎42-2510
レディース☎42-2586

～よりそう葬儀～

（有）蒲 沢 造 花 店（有）蒲 沢 造 花 店
葬儀式場 蒲沢会館

五泉市本田屋 3515 番地

TEL 0250-58-8700 TEL 0250-47-8355

家族葬式場 悟空

五泉市村松 155-3（春日）

〒959-1704　五泉市村松甲 2210 番地

TEL 0250-58-6410　FAX 0250-58-7813

24 時間受付・年中無休

有 料 広 告 有 料 広 告

申込・問い合わせ　総務課広報広聴係 ☎(43)3911「広報ごせん」有料広告（４/10号～７/25号分）は、１月24日(金)から受け付けます。

五泉市二ツ柳68

有限会社  下越自動車工業 ☎0250-42-1155

スズキトラスト新潟株式会社

タイヤ預り保管

雪が降る前にしませんか？ 11月 30日までお得です

フロントガラスコーティング
3,300 円→2,200 円（全車種）

10,000 円（軽） ～

✓

☎0250-43-0500

タイヤ交換 （軽）

2,800円～

✓

広報ごせん／2024年（令和6年）11月10日号15 14

あ
こ
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れ

あ
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れ

あ
こ

れ
れ

10月16日から31日までの届出です。（敬称略）
保護者やご遺族などの承諾を得て掲載しています。
旧村松町の住所欄は行政区で表示しています。

お誕生お誕生

住　所

赤海２

旭町

羽下

本堂

泉田

泉田

旭町

三本木１

羽下

保　護　者

小栁　満

渡辺　大樹

中山　琢郎

佐久間　直毅

塚野　広之

塚野　広之

中川　慶

小倉　亮

伊藤　廉

　　赤ちゃん

仁　人（きみと）

琉　愛（る　な）

朝　陽（あさひ）

娃心里（あみり）

結　月（ゆづき）

碧　斗（あおと）

想　來（そ　ら）

穂乃叶（ほのか）

　慶　（け　い）

おくやみおくやみ

年齢  

86

103

75

72

75

73

83

74

74

61

53

84

88

86

96

63

99

82

80

77

44

91

93

86

住　所

下阿弥陀瀬

丸田

能代

南本町３

白山

仲丁４

寺沢５

下戸倉

本村２

横町２

南本町２

三本木２

三本木１

能代

村松春日町１

新町５

町屋

本田屋３

下根木町

南本町１

泉町１

赤海１

新町７

水島町

　氏　　名

松尾　利夫

其池　ハツノ

井田　むつ子

田村　正

加藤　純一

山木　　幸

熊倉　桂子

金山　良子

小澤　啓子

阿部　敏夫

阿部　康

田中　辰治

小山　フサ

関塚　剛

剱　ハル

長谷川　良子

伊藤　　吉

樋口　五十三

近藤　修

佐久間　和雄

渡邊　由紀子

齋藤　等

坪井　龍彦

山﨑　文江　

10月
13日

音楽でひとつになる心
～市民音楽祭　ラポルテ五泉～

　市内で活動する音楽団体や学校、18組が

合唱・演奏を披露する音楽祭が開催され、

439人が来場しました。

　楽器の演奏や軽音楽、今回が初舞台とな

る団体の合唱まで、それぞれが日頃の練習

の成果を十分に発揮。迫力のある演奏や美

しい音色を響かせ、時には手拍子も出るほ

ど会場は大いに盛り上がりました。最後は、

五泉高校吹奏楽部と五泉市民吹奏楽団の伴

奏で「ふるさと」を会場の全員で合唱し、

秋の音楽の祭典は大盛況で幕を閉じました。

スマホで広報紙
「マチイロ」配信中！
スマホで広報紙
「マチイロ」配信中！

～第37回さといもまつり～

10月

13日

　秋晴れの日に行われたさといもまつり。さといも

掘り体験には、朝から多くの人が詰め掛けました。

畑に移動すると子どもたちは早く掘りたくて待ちき

れない様子。「おっきーい」「いっぱいとれた」と、

今年もよく育ったさといもを掘り当てていました。

秋の味覚をお土産に
～第49回栗まつり～

艶やかな栗 出揃う10月

23日

　栗農家が丹精込めて栽培した栗が並び、出来栄え

を競いました。審査員が１点１点色つやや形を確認。

市長賞には、長吉良幸さんの「石鎚」が選ばれまし

た。会場では、焼き栗などの販売も行われ、焼きた

てのいい香りに誘われて長蛇の列ができていました。

～収穫祭　上戸倉地区～

10月

20日

　人とのつながりや資源を活かし、安心して暮らし

続けられる地域づくりを目的に、上戸倉地区で収穫

祭が開催されました。参加者は同地区で穫れた米と

他の地区の米を食べ比べ、親しんだ味を再確認。ま

た、おにぎりと豚汁を食べながら親睦を深めました。

活気ある地域をつくる

～焼き芋会　はしだ保育園～

「あちちっ」でもおいしい

　食育の取り組みとして焼き芋会が行われました。

園児たちが大切に育てたサツマイモは、園庭におこ

した焚火の中で焼き芋に大変身。アツアツに焼き上

がったお芋を「フーフー」して口いっぱいにほおば

り、甘くてほくほくした秋の味覚を楽しみました。

10月

21日

〒959-1865

五泉市本町３-４-３

メンズ＆レディースわたなべ

カネボウ・トワニー取扱店

配達致します！

お電話ください ! !

メンズ  ☎42-2510
レディース☎42-2586

～よりそう葬儀～

（有）蒲 沢 造 花 店（有）蒲 沢 造 花 店
葬儀式場 蒲沢会館

五泉市本田屋 3515 番地

TEL 0250-58-8700 TEL 0250-47-8355

家族葬式場 悟空

五泉市村松 155-3（春日）

〒959-1704　五泉市村松甲 2210 番地

TEL 0250-58-6410　FAX 0250-58-7813

24 時間受付・年中無休

有 料 広 告 有 料 広 告

申込・問い合わせ　総務課広報広聴係 ☎(43)3911「広報ごせん」有料広告（４/10号～７/25号分）は、１月24日(金)から受け付けます。

五泉市二ツ柳68

有限会社  下越自動車工業 ☎0250-42-1155

スズキトラスト新潟株式会社

タイヤ預り保管

雪が降る前にしませんか？ 11月 30日までお得です

フロントガラスコーティング
3,300 円→2,200 円（全車種）

10,000 円（軽） ～

✓

☎0250-43-0500

タイヤ交換 （軽）

2,800円～

✓
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10月16日から31日までの届出です。（敬称略）
保護者やご遺族などの承諾を得て掲載しています。
旧村松町の住所欄は行政区で表示しています。

お誕生お誕生

住　所

赤海２

旭町

羽下

本堂

泉田

泉田

旭町

三本木１

羽下

保　護　者

小栁　満

渡辺　大樹

中山　琢郎

佐久間　直毅

塚野　広之

塚野　広之

中川　慶

小倉　亮

伊藤　廉

　　赤ちゃん

仁　人（きみと）

琉　愛（る　な）

朝　陽（あさひ）

娃心里（あみり）

結　月（ゆづき）

碧　斗（あおと）

想　來（そ　ら）

穂乃叶（ほのか）

　慶　（け　い）

おくやみおくやみ

年齢  

86

103

75

72

75

73

83

74

74

61

53

84

88

86

96

63

99

82

80

77

44

91

93

86

住　所

下阿弥陀瀬

丸田

能代

南本町３

白山

仲丁４

寺沢５

下戸倉

本村２

横町２

南本町２

三本木２

三本木１

能代

村松春日町１

新町５

町屋

本田屋３

下根木町

南本町１

泉町１

赤海１

新町７

水島町

　氏　　名

松尾　利夫

其池　ハツノ

井田　むつ子

田村　正

加藤　純一

山木　　幸

熊倉　桂子

金山　良子

小澤　啓子

阿部　敏夫

阿部　康

田中　辰治

小山　フサ

関塚　剛

剱　ハル

長谷川　良子

伊藤　　吉

樋口　五十三

近藤　修

佐久間　和雄

渡邊　由紀子

齋藤　等

坪井　龍彦

山﨑　文江　

10月
13日
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しい音色を響かせ、時には手拍子も出るほ
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五泉高校吹奏楽部と五泉市民吹奏楽団の伴

奏で「ふるさと」を会場の全員で合唱し、
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掘り体験には、朝から多くの人が詰め掛けました。

畑に移動すると子どもたちは早く掘りたくて待ちき

れない様子。「おっきーい」「いっぱいとれた」と、

今年もよく育ったさといもを掘り当てていました。
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艶やかな栗 出揃う10月
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　栗農家が丹精込めて栽培した栗が並び、出来栄え

を競いました。審査員が１点１点色つやや形を確認。

市長賞には、長吉良幸さんの「石鎚」が選ばれまし

た。会場では、焼き栗などの販売も行われ、焼きた

てのいい香りに誘われて長蛇の列ができていました。

～収穫祭　上戸倉地区～
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20日

　人とのつながりや資源を活かし、安心して暮らし

続けられる地域づくりを目的に、上戸倉地区で収穫

祭が開催されました。参加者は同地区で穫れた米と

他の地区の米を食べ比べ、親しんだ味を再確認。ま

た、おにぎりと豚汁を食べながら親睦を深めました。

活気ある地域をつくる

～焼き芋会　はしだ保育園～

「あちちっ」でもおいしい

　食育の取り組みとして焼き芋会が行われました。

園児たちが大切に育てたサツマイモは、園庭におこ

した焚火の中で焼き芋に大変身。アツアツに焼き上

がったお芋を「フーフー」して口いっぱいにほおば

り、甘くてほくほくした秋の味覚を楽しみました。

10月

21日
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　ラ
ポ
ル
テ
五
泉

で
４
日
間
開
催
さ

れ
た
五
泉
市
美
術

展
覧
会
。
市
民
な

ど
が
創
作
し
た
作

品
が
出
揃
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回

か
ら
若
い
芸
術
家

の
育
成
を
目
的
に

「
五
泉
未
来
賞
」

が
新
設
さ
れ
、
洋
画
・
版
画
・
書
道
・
写
真
部

門
か
ら
高
校
生
が
出
品
し
た
４
作
品
が
受
賞
。

来
場
者
は
、
作
者
の
創
意
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た

作
品
に
顔
を
近
づ
け
た
り
し
な
が
ら
じ
っ
く
り

と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　出
品
者
も
自
身
の
作
品
を
友
人
・
知
人
に
説

明
し
た
り
、
作
品

鑑
賞
会
で
は
審
査

員
の
解
説
を
熱
心

に
聞
き
入
る
な
ど
、

来
場
者
・
出
品
者

と
も
に
五
泉
市
の

秋
を
彩
っ
た
美
術

展
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

愛情たっぷり♥
愛着形成

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

誰
も
が
願
う
健
康
。
気
に
な

る
病
気
の
症
状
や
予
防
法
、

家
庭
で
で
き
る
健
康
づ
く
り

な
ど
、
毎
日
を
健
康
に
過
ご

す
た
め
の
情
報
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
　ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

　
　
　と
の
間
に
生
ま
れ
る
心
の
つ
な
が

り
を
「
愛
着
（
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
）
」
と

い
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
欲

求
を
満
た
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
赤
ち
ゃ

ん
は
「
自
分
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
愛
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
安
心
感
が
育
ち
ま
す
。

こ
の
安
心
感
は
心
の
安
全
基
地
と
な
り
、

心
の
成
長
の
土
台
と
な
り
ま
す
。

愛
着
形
成
の
ポ
イ
ン
ト

◆
泣
い
た
ら
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　赤
ち
ゃ
ん
は
泣
く
の
が
仕
事
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
泣
い
て
話
を
し
ま
す
。
「
お

腹
が
空
い
た
、
オ
ム
ツ
が
汚
れ
た
」
な
ど
、

気
持
ち
を
訴
え
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
泣

い
て
い
る
理
由
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
世

話
を
し
て
い
る
う
ち
に
赤
ち
ゃ
ん
の
欲
求

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

◆
応
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　赤
ち
ゃ
ん
が
笑
っ
た
り
、
声
を
出
し
た

り
し
た
と
き
に
は
目
を
合
わ
せ
ほ
ほ
笑
み
、

応
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
対
話
を
通

し
て
親
子
の
愛
着
関
係
を
深
め
ま
す
。
ま

た
、
「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
遊
び
」
は
関

わ
り
遊
び
で
あ
り
、
お
勧
め
で
す
。
喜
ん

で
声
を
出
し
て
笑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
お
母
さ
ん
サ
ポ
ー
ト
も
大
切

　産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
は
昼
夜
関
係

な
い
子
育
て
で
心
身
と
も
に
疲
れ
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
ひ
と
り
が
頑
張
り
す
ぎ
る

こ
と
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
頼
り
ま

し
ょ
う
。
お
母
さ
ん
へ
の
協
力
体
制
が
整

う
こ
と
で
子
ど
も
へ
の
愛
着
も
育
み
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　愛
着
形
成
と
は
一
方
的
な
も
の
で
は
な

く
、
相
互
の
関
わ
り
の
中
で
深
め
合
う
も

の
で
す
。

　愛
着
形
成
の
土
台
は
出
産
直
後
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

vol.
151

問
い
合
わ
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こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
(43)
３
９
１
１

赤

～令和５年度～　～令和５年度～　
（敬称略・50音順）（敬称略・50音順）

人権 標語
(応募時の学校名で掲載しています）(応募時の学校名で掲載しています）

「みなちがう　個性はそれぞれ　認め合う」　　　　　番場　雄大　（大蒲原小学校）

「見のがすな　いじめをなくし　平和な学校」　　　　布施　怜那　（大蒲原小学校）

「思いやり　みんな仲良く　結びつく」　　　　　　　山口　颯太　（大蒲原小学校）

「みなちがう　個性はそれぞれ　認め合う」　　　　　番場　雄大　（大蒲原小学校）

「見のがすな　いじめをなくし　平和な学校」　　　　布施　怜那　（大蒲原小学校）

「思いやり　みんな仲良く　結びつく」　　　　　　　山口　颯太　（大蒲原小学校）


